
１．実施要領　質疑・回答書

1 2-2 23 Ⅶ

2 2-2 23 Ⅶ

3 2-2 17
Ⅴ

2.2.1(3)

4 2-2 3
Ⅰ5(3)

③

5 2-2 3
Ⅰ5(3)

③

6 2-2 3
Ⅰ5(3)

③

7 2-2 13 Ⅴ1.2(4)

8 2-2 23 Ⅶ5

「水路付替：敷地を流れる水路の付替工事」について、
止水期間(10月～3月)であれば、既存取壊し後に新設
排水溝を設置する手順としても問題無いと考えて
宜しいですか。

「道路工事：本工事とは別途発注される道路(市道豊科
1級1号線、市道豊科2級3号線)工事」について、工事
予定期間をご教授ください。また、本工事計画による、
工事予定期間変更検討は可能ですか。

「水路付替：敷地を流れる水路の付替工事」について、
取壊し予定のBF400排水溝は新設排水溝を設置しな
ければ、取り壊せないという理解で宜しいですか。

質　　問

概算工事費について、
「詳細図書等ﾍﾞｰｽ金額＋VE提案額」が工事予定価格
を下まわれば、失格にならないと考えて宜しいですか。

「条件付きVE提案概算見積書の提出」とは、様式6-1を
使用し、概算工事費見積書として
「詳細図書等ﾍﾞｰｽ金額＋決定VE額」を提出するともの
考えて宜しいですか。

令和元年８月２６日午後４時までに提出してください。

令和元年9月上旬から令和2年3月下旬にかけての工期を予定
しています。道路工事の工期変更については、必要に応じ、
本工事施工者及び道路工事施工者、発注者との協議により判
断します。

流量が少ないため、排水処理ができれば取り壊しは可能で
す。

宜しいです。

様式７ー２は不要ですが
様式６ー1および様式７ー１を提出してください。

資料
番号

質疑
番号

資料
ページ
番号

見出し
番号

宜しいです。

宜しいです。

回　　答

「VII ＶＥ提案審査及び採否通知　3」
ＶＥ提案採否の「条件付き採用可能（△）については、採
用条件を別途提示するので、提案者は、提示された採用
条件に基づき、再度、ＶＥ提案を行うこと。」とありますが
いつまでに提出すればよろしいでしょうか、ご指示願いま
す。

「VII　 ＶＥ提案審査及び採否通知　5
条件付きＶＥ提案概算見積書の提出は、令和元年８月２
６日午後４時までに契約検査課へ持参すること。」とござ
いますが、「条件付きＶＥ提案概算見積書」とは、採用可
能（○）「ＶＥ提案内訳明細書（自由書式）」のみと考えて
宜しいでしょうか、ご指示願います。
（ＶＥ提案総括表（様式７－１）、ＶＥ提案書（様式７－２）
は不要と考えて宜しいでしょうか。）

E外構工事につきまして、内訳明細書の計上を以下のよ
うに考えますが、宜しいでしょうか、ご指示願います。
　切土・盛土は　①土工事に計上
　現況構造物取壊しは　⑦その他工事に計上

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



2．技術提案書等　質疑・回答書　（※実施要領 Ⅴ章 技術提案書等の提出）

1 2-2 14 Ⅴ

2 2-2 14 Ⅴ

3 2-2 14 Ⅴ

4 2-2 14 Ⅴ

5
2-2

3-5

13

―

Ⅴ1.1.1
(1)～(3)

様式
5-1～3

6 2-2 19
Ⅴ2.3.1

(5)

7 2-2 21
Ⅴ2.3.2

(4)

入札参加者が構造設計を行う前提で、VE提案をすること
は可能と考えて宜しいですか。

宜しいです。

「Ⅴ1.1.1（3）施工・工程計画についての提案」について、
実施要領では「様式5-3A3判：2枚」となっておりますが、
エクセルデータの様式5-3の左下隅には「A3判片面1枚
とすること」とあります。実施要領の記載を正とすることで
宜しいでしょうか。ご指示願います。

お見込みのとおり、実施要領を正としてください。
様式５－３　Ａ３判：２枚

技術提案の指定枚数が下記の通り相違します。
実施要領書Ｐ13を正と考えて宜しいですか。
　　　　　　　　　　　 　　実施要領書／様式_５(左下)
「技術協力…実施体制」　Ａ３版１枚　／　Ａ３版３枚
「施工時の…実施体制」　Ａ３版２枚　／　Ａ３版１枚
「施工･工程…の提案」　　Ａ３版２枚　／　Ａ３版１枚

お見込みのとおり、実施要領を正としてください。

様式５－１　A３判：１枚
様式５－２　A３判：２枚
様式５－３　A３判：２枚

VE提案の範囲において、外装仕上げ材・工法の変更
に関しては、デザインに変更・影響のないこととされて
いますが、外装デザインの変更は可となっており相違
しています。
屋根形状等の変更によるVE提案は、可能と考えて
宜しいですか。

デザインに変更・影響のない範囲での、外装の変更は可として
います。
屋根形状の変更は不可とします。

「Ⅴ2.1技術提案書の作成」について、エクセル書式での
様式を頂いておりますが、エクセルデータの提出が必要
となる「概算工事費提案書」及び「VE提案書」を除く技術
提案書はパワーポイントにて作成し、PDF変換の上提出
する事にて宜しいでしょうか。ご指示願います。

宜しいです。

「Ⅴ1.1.1（１）技術協力業務の実施方法・実施体制」につ
いて、実施要領では「様式5-1A3判：１枚」となっておりま
すが、エクセルデータの様式5-1の左下隅には「A3判片
面３枚とすること」とあります。実施要領の記載を正とする
ことで宜しいでしょうか。ご指示願います。

お見込みのとおり、実施要領を正としてください。
様式５－１　Ａ３判：１枚

「Ⅴ1.1.1（2）施工時の実施方法・実施体制」について、
実施要領では「様式5-2A3判：2枚」となっておりますが、
エクセルデータの様式5-2の左下隅には「A3判片面1枚
とすること」とあります。実施要領の記載を正とすることで
宜しいでしょうか。ご指示願います。

お見込みのとおり、実施要領を正としてください。
様式５－２　Ａ３判：２枚

質疑
番号

資料
番号

資料
ページ
番号

見出し
番号

質　　問 回　　答

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



3.審査　質疑・回答書　（※実施要領　Ⅷ章　審査）

1 2-2 24 Ⅷ

2 2-2
１４
２４

Ⅴ2.1.1
Ⅷ2(1)

１３ページＶ-1-1.1-1.1.1の提案書枚数を正とします。

VIII 審査 2(1)評価事項に対する配点　のうち以下を訂正しま
す。
　誤）技術協力業務の実施方法　8.0点
　正）技術協力業務の実施方法・実施体制　8.0点
　
　誤）技術協力業務の実施体制　8.0点
　正）施工時の実施方法・実施体制　8.0点

「2　評価方法（１）評価事項に対する配点」
技術項目について、「技術協力業務の実施方法」・「技術
協力業務の実施体制」とありますが、様式2実施要領13
ページⅤに記載の技術提案項目には「技術提案業務の
実施方法・実施体制（1枚）」・「施工時の実施方法・実施
体制（2枚）とあります。どちらかを正とすればよろしいで
しょうか。提案書の枚数を含めてご指示願います。

評価事項に対する配点について、
「技術協力業務の実施方法」と「同実施体制」が各８点
との記載がありますが、「施工時の実施方法・実施体制」
の配点が見当たりません。
「技術協力業務の実施方法・実施体制」と「施工時の
実施方法・実施体制」が各８点と考えて宜しいですか。

宜しいです。
以下のとおり実施要領を訂正します。
Ⅷ審査　２評価方法　(１)評価事項に対する配点
・　誤）技術協力業務の実施方法
　　　→　正）技術協力業務の実施方法・実施体制
・　誤）技術協力業務の実施体制
　　　→　正）施工時の実施方法・実施体制

質疑
番号

資料
番号

資料
ページ
番号

見出し
番号

質　　問 回　　答

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



５．見積用設計図書及び参考図面　意匠　質疑書・回答書

　
　

1 意匠 A-002

2 意匠
A-002
S-019

3 意匠
A-002
･020

4 意匠
A-002
･011

　

5 意匠 A-020

6 意匠 A-026

7 意匠 A-024

8 意匠 A-016

9 意匠 A-016

特記仕様書（１）　７鉄骨工事　１．耐火被覆において、耐
火被覆範囲は下記と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。
１）柱：全ての範囲
２）梁：２ＦＬ伏図及び２ＦＬ＋３０００レベル伏図の範囲
３）主要構造部材以外の間柱・ブレース・座屈止め・方
　　杖・耐風梁・開口補強部材・ＰＣファスナーに耐火
　　被覆は不要と考えて宜しいでしょうか。

１）宜しいです。
２）宜しいです。
３）宜しいです。

特記仕様書（１）　７鉄骨工事　１．耐火被覆において、耐
火巻付け：図示に適用の記載がありますが、範囲は器具
庫見え掛かり鉄骨部分とし、箱貼り工法と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

10箇所を正としてください。

外部仕上表・内部仕上表（１）において、耐火構造リスト
に耐火被覆の記載がありますが、特記仕様書と仕様が
相違します。特記仕様書と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

(　耐火被覆　)

宜しいです。

特記仕様書（１）　７鉄骨工事　１．耐火被覆において、耐
火材吹付け：半乾式ロックウールに適用の記載があり、
所要性能は１時間耐火（柱・梁）と記載がありますが、下
記項目を御指示下さい。
１）吹付厚は全てｔ２５と考えて宜しいでしょうか。
２）柱・梁と耐火壁との隙間が２００以下となる場合は合成
　　耐火となるものと考えて宜しいでしょうか。
３）上記において、壁との取合が４５～２００の範囲は補強
　　下地にメタルラスを設けるものと考えて宜しいでしょう
　　か。

１）宜しいです。
２）宜しいです。
３）宜しいです。

合成耐火構造認定番号FP060BM-9406に従うものとしてくだ
さい。

丸環ピッチは＠1792mmとしてください。

ﾌｯｿ樹脂塗装(ﾏｸﾞﾙｼｳﾑ含有)ｱﾙﾐ亜鉛合金めっき鋼板0.5㎜
厚材としてください。

（　外　部　）

回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

矩計図　体育館主屋根　軒先部「丸環ＳＵＳφ１９」の取
付ピッチを御指示下さい。

矩計図（７）２ＦＬ、Ｘ９通り　風除室屋根　軒樋は階段室と
同じく「耐酸被覆鋼板　ｔ０.５」としてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

矩計図（５）　２ＦＬ　Ｘ９～１０通り間　屋上機械スペース
アスファルト断熱保護防水　防水押えコンクリート内の溶
接金網は「３.２φ　１００×１００」と想定してよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

宜しいです。

　

H200ｍｍとし、躯体立ち上がりとしてください。

溶接金網はφ6mm、@100としてください。

２階平面図　機械基礎リスト⑩基礎の数量が基礎リストと
平面図で下記のように相違いたします。平面図の数量を
正としてよろしいでしょうか。御指示下さい。

機械基礎リスト）８か所

平面図）１０か所

２階平面図　機械基礎リスト⑫基礎　はＨ寸法が１００で
ある事から躯体立上りではなく押えコンクリート立上りと考
えてよろしいでしょうか。
また、上記が正となります場合　基礎内鉄筋は異形鉄筋
Ｄ１０　＠２００程度と想定してよろしいでしょうか。御指示
下さい。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

10 意匠 A-016

11 意匠 A-016

12 意匠
A-025
A-033

13 意匠 A-032

14 意匠
A-032
A-024

15 意匠 A-029

16 意匠 A-011

17 意匠 A-011

18 意匠
A-022
A-017
A-030

展望ひろば「スチール手摺」のＨ寸法が矩計図（６）と２
階平面詳細図（２）で下記のように相違いたします。平面
詳細図のＨ寸法を正としてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

矩計図（６））Ｈ＝１５００

２階平面詳細図（２））Ｈ＝１１００

施工者にて想定の上、計上ください。

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

エスケー化研 セラミクリートガード工法
セラミクリートガードF（フッ素樹脂系）同等品としてください。

矩計図（３）１ＦＬ～２ＦＬ、Ｙ１通り外壁はアルミルーバー
と明記されていますが立面図、１階平面詳細図（１）では
ＥＣＰとなっており相違いたします。ＥＣＰを正としてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

矩計図（６））Ｈ＝１５００を正としてください。

手摺をSUS、それ他以外は全てSｔとしてください。

２階平面図　機械基礎リスト⑦～⑪屋外基礎天端の天端
仕上はウレタン系塗膜防水Ｘ－２と想定してよろしいで
しょうか。御指示下さい。

宜しいです。仕上げ塗料塗りはカラーとしてください。

２階平面詳細図（１）Ｘ９～１０通り間、Ｙ６～８通り間　屋
上機械スペース「メンテナンスデッキ」は日鐵住金ファン
フロアＭＮ型程度と想定してよろしいでしょうか。

外部仕上表　腰壁：コンクリート打ち放し（型枠Ａ種）面の
「クリア塗装」のメーカー、品番を御指示下さい。

上記　２階メンテナンスデッキ廻りに手摺が必要と思われ
ますが手摺の仕様は矩計図（５）屋上機械スペースに明
記されていますスチール手摺と同仕様と想定してよろし
いでしょうか。御指示下さい。

施工者にて想定の上、計上ください。

外壁押出成形セメント板について下記のように想定して
よろしいでしょうか。御指示下さい。

取付金物）Ｌ－６５×６５×６

出隅処理）コーナーパネル

足元）既成アルミ水切り

スラブ取り合い層間ふさぎ）ロックウール充填

２階平面図　下図の赤枠で囲みました階段の詳細を御
指示下さい。

階段詳細図（３）　屋外階段（２）　階段手摺詳細　笠木、
手摺はＳＵＳ、手摺子、横桟はＳｔ　ＨＬと明記されていま
すが全てＳＵＳ　ＨＬとしてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

19 意匠

20 意匠 A-031

21 意匠
A-006
A-011
A-028

22 意匠 A-031

　

23 意匠 A-005

24 意匠 A-005

25 意匠 A-006

26 意匠 A-006

特記仕様書（４）２０章ユニット及びその他工事１の【フ
リーアクセスフロア】について、ウイスカ対策の有無及び
メーカー品番を御指示下さい。

ウイスカ対策：無
ナカ工業　IBフロア　AF-DP同等品としてください。

特記仕様書（５）２０章ユニット及びその他工事５４の鋼製
床下地について、【乗り入れ想定の高所作業車～～ベ
ニヤ養生をした上でアウトリガーでさらに分散させること】
と記載されていますが、高所作業車及びベニヤ養生等
については今回積算範囲外と考えて宜しいでしょうか。
尚、今回積算範囲に含む場合、それぞれの数量を御指
示下さい。

範囲外と考えてください。

特記仕様書（５）２０章ユニット及びその他工事５４・５５の
鋼製床下地について、捨張合板が【針葉樹＋ラワン合
板】、シート張り下地が【２層張りとし上張りはタイプⅠラワ
ン合板とする。また、２層張りは接着剤＋釘併用で張重
ねること】と記載されています。捨張合板＝シート張り下
地とし、鋼製床組面の合板については２枚張りと考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

外部軒天井廻り縁はアルミ既製品と想定してよろしいで
しょうか。御指示下さい。

１階平面詳細図（２）　Ｘ１通り、Ｙ９～１０通り間　主入口
の床仕上を御指示下さい。

宜しいです。

カラーアスファルト舗装としてください。

特記仕様書（４）１９章内装工事４の視覚障害者用床タイ
ルのメーカー品番を御指示下さい。

視覚障がい者用床タイルではなく、20章24のとおり、ステンレ
ス鋲打としてください。

外部階段目隠しルーバー寸法が特記仕様書（５）と外部
仕上表と階段詳細図（２）で下記のように相違いたしま
す。特記仕様書の寸法を正としてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

特記仕様書）６０×１００　＠１２０（ＡＢＣ商会：ブリンカー
スＢＬＦ－１００Ｖ）

外部仕上表）１２０×５０　＠１００

階段詳細図）３０×７５　＠６０

特記仕様書の寸法を正としてください。

１階平面詳細図（２）　Ｘ２通り、Ｙ９～１０通り間「グレーチ
ング側溝（細目）Ｗ２００　スリット幅６０㎜」の下記項目に
ついて御指示下さい。

１）グレーチング蓋はスリット側溝としてよろしいでしょう
か。

２）グレーチング蓋の材質はステンレスとしてよろしいで
しょうか。

３）グレーチング蓋下側溝は在来としてよろしいでしょう
か。

４）上記３）が正となります場合側溝内仕上は防水モルタ
ル塗としてよろしいでしょうか。

５）上記３）が正となります場合側溝内のＷ、Ｈ寸法を御
指示下さい。

１）宜しいです。
２）宜しいです。
３）宜しいです。
４）W240mm、H220mm

(　内　部　)
　

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

27 意匠
A-011
A-041

28 意匠

29 意匠
A-011
A-012

30 意匠
A-011
A-012

31 意匠

A-011
A-012
A-020
A-021
A-023

32 意匠
A-011
A-012

33 意匠 A-011

34 意匠 A-011

35 意匠
A-011
A-012

36 意匠
A-011
A-012

37 意匠
A-011
A-012

38 意匠
A-012
A-021

39 意匠
A-012
A-020

２Ｆ観覧席の天井【グラスウールボード】の厚みについ
て、内部仕上表（２）では【ｔ２５】と記載されていますが、
矩計図（１）よりメインアリーナの天井（グラスウールボード
ｔ５０）と連続している為、ｔ５０に読み替えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

宜しいです。

１Ｆ ＷＣ等の壁【不燃化粧板】のメーカー品番について
は、アイカ工業：セラール アルミジョイナー工法程度と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

１Ｆ ＳＷ等の壁【１００角磁器質タイル】のメーカー品番を
御指示下さい。

LIXIL　ミルルフロア同等品としてください。

１Ｆトレーニング室兼多目的室の天井高が【＋３０００／＋
３５００】と記載されていますが、矩計図（２）等では３５００
の記載しかなく３０００の範囲が不明です。御指示下さ
い。

CH3000mmの下がり天井となる範囲はX3、X4、X5通りの大梁
部分です。

１Ｆ放送室の天井【グラスウール ｔ２５充填】について、密
度は２４ｋｇ／ｍ３と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

宜しいです。

１Ｆ幼児体育室のビニル床タイル下の【アンダーレイ】に
ついて、厚み及びメーカー品番を御指示ください。

東リ　タイルカーペット用アンダーレイシート 4mm厚同等品とし
てください。

１Ｆ ＷＣ等のビニル床シート立上げ部については、端部
に塩ビ見切りを見込むものと考えて宜しいでしょうか。御
指示ください。

宜しいです。

ビニル系床材についてはノンワックス品を除き、施工時
に樹脂ワックスを見込むものと考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

宜しいです。

木巾木について以下を御指示下さい。

１）高さについて、内部仕上表（１）（２）では各室Ｈ９０、各
矩計図では２Ｆ柔剣道場のＨ９０以外は全てＨ２００と記
載があり相違します。柔剣道場以外の各室Ｈ９０をＨ２０
０に読み替えて宜しいでしょうか。

２）塗装についてはＣＬ程度と考えて宜しいでしょうか。

１）宜しいです。
２）宜しいです。

１Ｆ事務室等の床【ＦＡ下地】について、コンクリートスラ
ブ面に防塵塗装（上記水性アクリル樹脂系）を見込むも
のと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

上記質疑の１）で耐火構造リストが正となる場合、以下を
御指示下さい。

１）各壁種毎の使用範囲

２）各種壁毎のメーカー品番

３）壁基準詳細図及び平面詳細図の壁凡例の修正図

上記の通りです。

１時間耐火間仕切について以下を御指示下さい。

１）仕様について、内部仕上表（１）の耐火構造リストでは
【ＬＧＳ（ＧＷ下地）＋ＧＢ－Ｆ１２．５＋ＧＢ－Ｈ９．５】及び
【ＬＧＳ下地＋ＧＢ－Ｆ１２．５＋ＧＢ－Ｈ９．５】の２種類記
載されていますが、壁基準詳細図では【ＬＧＳ下地＋ＧＢ
－Ｆ２１＋２１】の１種類しか記載されていません。壁基準
詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。

２）上記１）の場合、メーカー品番については吉野石膏：
Ｓウォール程度と考えて宜しいでしょうか。

１）壁基準図を正としてください。
２）宜しいです。

内部仕上表に記載の各種床仕上げ材のメーカー品番
については、下記程度と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

１）水性アクリル樹脂系防塵塗装：
　　　　　　　　　　　　　ＡＢＣ商会：カラートップＡ程度
２）ケイ酸塩素コンクリート表面強化剤
　　　　　　　　　　　　　ＡＢＣ商会：セラミキュア程度

１）宜しいです。
２）宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

40 意匠
A-012
A-033

41 意匠 A-020

42 意匠 A-022

43 意匠 A-022

44 意匠 A-025

45 意匠
A-033
A-041

46 意匠 A-041

47 意匠

48 意匠 A-003

特記無き水廻り等のシーリング断面寸法は５×５程度と
考えて宜しいでしょうか。

宜しいです。

特記仕様書（２）９章防水工事８その他防水処理におい
て、【コンクリートスラブと立上りとの打継ぎ部分には、幅５
００ｍｍ程度でウレタン系塗膜防水を行う】と記載されて
いますが、ウレタン系塗膜防水の仕様はＸ－２程度と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

壁ケイカル板の工法について、壁基準詳細図に記載の
ＬＷ－１２は突付工法、ＬＷ－１３は目透し工法と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

壁基準詳細図に記載のＬＷ－７について以下を御指示
下さい。

１）押出成形セメント板がＥＶ側に記載されていますが、２
階平面詳細図（２）のＥＶシャフト内にＬＷ－７の記載があ
りません。ＥＶシャフト内はＬＷ－７を見込むものと考えて
宜しいでしょうか。

２）ＬＧＳ面に取付ていますが、下記金物も見込むものと
考えて宜しいでしょうか。
 ①頂部通しアングル：Ｌ－５０×５０×６
 ②頂部埋込金物：Ｌ－５０×５０×６ アンカー共
 ③足元通しアングル：Ｌ－５０×５０×６ アンカー共
 ④足元埋込金物：Ｌ－５０×５０×６ アンカー共
 ⑤開口補強金物：Ｌ－５０×５０×６

１）EVシャフト内でLW-7を見込む範囲は１FL～２FLまでとして
ください。面積区画を形成する際に、EVシャフトは２階の面積
区画と一体で考えるためです。

２）宜しいです。

１Ｆ事務室等の下り天井について以下を御指示下さい。

１）下り天井端部については塩ビ見切りを見込むものと考
えて宜しいでしょうか。

２）仕上げについては天井に倣うものと考えて宜しいで
しょうか。

１）宜しいです。
２）宜しいです。

１Ｆメインアリーナの斜め壁（グラスウールｔ２５＋ＧＢ－Ｐｔ
１２．５）について以下を御指示下さい。

１）下地についてはＬＧＳ６５型と考えて宜しいでしょうか。

２）下記壁見切りの寸法・仕様及び表面仕上げをそれぞ
れ御指示下さい。
　①ＥＰ－Ｇ～グラスウールボード切り替わり部
　②入隅部
　③上端部（防球ネット取付部）

１）桐井製作所　SQ-PowerBar同等品としてください。
２）①アルミ見切材としてください。
　　②アルミ見切材としてください。
　　③アルミ見切材としてください。

矩計図（３）において、ＷＣ(男）２～ＷＣ（女）２間の間仕
切に記載の【グラスウール充填】について以下を御指示
下さい。

１）男子・女子ＷＣ間は全ての箇所で見込むものと考えて
宜しいでしょうか。

２）厚み及び密度についてはそれぞれｔ５０、２４ｋｇ/ｍ３と
考えて宜しいでしょうか。

１）宜しいです。
２）宜しいです。

２Ｆ柔剣道場の床仕上げ欄に【畳敷き】の記載があります
が、２Ｆ平面詳細図（２）に畳の記載がありません。必要で
あれば以下について御指示下さい。

１）畳のサイズ・色毎の員数を御指示下さい。

２）メーカー品番があれば御指示下さい。

３）畳寄せ枠が必要であれば詳細又はメーカー品番・設
置範囲を御指示下さい。

畳は別途工事とし、計上不要です。

５ｍを超えるＬＧＳ間仕切について、補強要領等があれ
ば御指示下さい。

桐井製作所　SQ-PowerBar同等品としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

49 意匠
A-003
A-027

50 意匠
A-011
A-012
A-034

51 意匠
A-011
A-012
A-034

52 意匠 A-011

53 意匠 A-011

54 意匠 A-011

55 意匠
A-011
Ａ-034

56 意匠
A-011
Ａ-034

57 意匠
A-011
Ａ-034

宜しいです。

宜しいです。

在来工法とし、表面材： 高圧メラミン樹脂化粧板、裏打材：ポリ
プロピレンシートとしてください。
H2400mmとしてください。

上記に倣ってください。

便所等の壁仕上において、不燃化粧板の記載ですが、
出隅、入隅にはアルミ既製品程度の見切縁を見込むも
のとして宜しいでしょうか。御指示下さい。

仕上表において、１階ＳＷ室等の床にＰ防水（塗膜防
水）の記載がありますが、仕様が不明となります。【ウレタ
ン系　Ｘ－２】として宜しいでしょうか。御指示下さい。

仕上表において、１階ＳＷ室の備考欄にシャワーブース
とありますが、仕様が不明となります。仕様及び高さを御
指示下さい。
上記質疑と異なり、シャワーブースではなく、ユニットシャ
ワーとなる場合はユニットシャワーの規格及びシャワー入
口部額縁の仕様、寸法を御指示下さい。

仕上表において、１階ＳＷ室の備考欄にシャワーブース
とありますが、仕様が不明となります。仕様及び高さを御
指示下さい。

鏡は必要としてください。
厚み5mm、枠は無しとしてください。

材質はステンレス+軟質樹脂としてくささい。
寸法は図面から施工者にて想定の上、計上ください。

トイレ詳細図において、１階身障者ＳＷ内に手摺の記載
がありますが、仕様、寸法等が不明となります。仕様、寸
法又はメーカー品番を御指示下さい。

上記質疑に関連し、手摺の取付下地には耐水合板ｔ１２
Ｈ１００を見込むものとして宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

宜しいです。

トイレ詳細図において、１階身障者ＳＷ内に鏡（Ｗ５００×
Ｈ１２００）の記載がありますが、厚み、枠の仕様が不明と
なります。
又、仕上表備考欄に鏡の記載がありません。
鏡は必要として宜しいでしょうか。尚、厚み、枠の仕様を
併せて御指示下さい。

階段ノンスリップの仕様について、特記仕様書（５）２０章
ユニット及びその他工事４８の階段滑り止めには【図示】
と記載されていますが、階段詳細図（１）には【ノンスリッ
プ】との記載しかありません。ステンレス ゴムタイヤ入り
Ｗ３５ 接着工法程度と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

宜しいです。

便所の下記質疑に適宜御指示下さい。
１）ライニングの高さは下記として宜しいでしょうか。御指
示下さい。
①小便器：Ｈ１２００
②大便器：Ｈ８００
③ＳＫ流し：Ｈ１２００
④洗面カウンター：Ｈ９００

２）衛生機器取付部分には下地補強とし、耐水合板ｔ１２
程度を見込むものとして宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

３）トイレ詳細図において、各室トイレブース部分に【ハン
ガーフック　２個／ブース】とありますが、トイレブースとは
別計上するものとし、仕様は【特記仕様書（５）　一覧表
２０フック（TOTO：ＹＫＨ２２）】として宜しいでしょうか。御
指示下さい。

４）仕上表において、便所備考欄に【手摺（Ｌ型、カウン
ター、小便器）】の記載がありますが、トイレ詳細図では
洗面カウンター部分に手摺の記載がありません。洗面カ
ウンター用手摺は不要として宜しいでしょうか。御指示下
さい。

５）４）質疑と異なり必要となる場合は、仕様、寸法又は
メーカー品番を御指示下さい。

１）①宜しいです。
②宜しいです。
③宜しいです。
④宜しいです。
２）宜しいです。
３）宜しいです。
４）各トイレ（１F男子WC、１F女子WC、２F男子WC、２F女子
WC）に各1箇所ずつ見込んでください。
５）TOTO　T114CP5R同等品としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

58 意匠
A-011
Ａ-034

59 意匠
A-012
Ａ-034

60 意匠
A-012
A-034

61 意匠
A-012
A-034

62 意匠 A-014

63 意匠
A-012
A-048
A-050

１）宜しいです。
２）宜しいです。
３）宜しいです。
４）宜しいです。

１）建築工事にて計上してください。
　LIXIL　KF-3610AS同等品としてください。
２）オストメイトは設備工事（本工事）としてください。
３）H970mmとしてください。
４）宜しいです。

ピット図において、一部消火水槽の記載がありますが、
仕上はＥＶピットに倣い塗布防水（６面）として宜しいで
しょうか。御指示下さい。

トイレ詳細図において、各階ＳＫ内にＳＫ流しの記載があ
りません。ＳＫ流しは必要とし、各ＳＫ内の奥側（扉の正
面）に必要として宜しいでしょうか。
尚、ＳＫライニングの幅はＷ２５０として宜しいでしょうか。
併せて御指示下さい。

ピットの下記質疑に適宜御指示下さい。
１）仕上表において、ＥＶピット備考欄にタラップの記載
がありますが、昇降機設備図（３）よりＥＶピット内タラップ
はＥＶ工事として宜しいでしょうか。

２）仕上表において、ＥＶピットの仕上が塗布防水の記載
ですが、昇降機詳細図（１）では塗膜防水の記載となっ
ております。仕上表を正とし、塗布防水として宜しいで
しょうか。御指示下さい。

３）ピット図において、連通管の記載はありますが、通気
管の記載がありません。連通管と同位置にＶＰ管　Φ１０
０程度の通気管を見込むものとして宜しいでしょうか。御
指示下さい。

４）ピット図において、左下の凡例で人通口部分に手掛
けを見込むとありますが、人通口両側に１箇所ずつ必要
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

多機能トイレの下記質疑に適宜御指示下さい。
１）１階多機能トイレの備考欄に【鏡】の記載があります
が、トイレ詳細図に記載がありません。建築工事にて計
上が必要となる場合は、仕様、寸法又はメーカ品番を御
指示下さい。

２）１階多機能トイレの備考欄に【オストメイト】の記載があ
りますが、設備工事として宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

３）多機能トイレ内のライニング高さはＨ８００として宜しい
でしょうか。御指示下さい。

４）多機能トイレ内、オストメイト、手洗い器には下地補強
とし、耐水合板ｔ１２を見込むものとして宜しいでしょうか。
御指示下さい。

１階給湯室において、ミニキッチンの記載がありますが、
仕様が不明となります。【Ｈ２５００（天井高さ迄）　周囲仕
上：ポリ合板　ガス２口、電気温水器付】程度としてよろし
いでしょうか。
上記と異なる場合は仕様又はメーカー品番を御指示下
さい。

トイレ詳細図において、ＳＫ内にフック、棚板等が必要な
場合は詳細を御指示下さい。

フックは１個見込んでください。
棚板はＳＫ内の奥側（扉の正面）にH1450ｍｍ、H1800mmの２
段見込んでください。板材はメラミン化粧板t19mmとしてくださ
い。

SK流しは必要としてください。
ライニング幅はW250ｍｍとしてください。

宜しいです。

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

64 意匠
見積要
項書P.4

65 意匠
見積要
項書P.5

66 意匠
見積要
項書P.6

67 意匠
A-002
A-011
A-012

68 意匠 A-003

69 意匠 A-003

○メインアリーナ
（バレーボール用床金具）
Senoh KD841079同等品×12個
（バドミントン用床金具）
Senoh KD861079同等品×20個
（バスケットボール用床金具）
Senoh KZ800079同等品×18個
（床金具用天板開閉具）
Senoh KD841079同等品×12個
○サブアリーナ
（バレーボール用床金具）
Senoh KD841079同等品×2個
（バドミントン用床金具）
Senoh KD861079同等品×6個
（床金具用天板開閉具）
Senoh KD841079同等品×4個

近隣に家屋がないため不要としてください。

１）建築工事監理指針（H31）に準ずるものとし、以下の通りとし
てください。
（1F）
メインアリーナ：4箇所
器具庫（1）：3箇所
物置場：1箇所
更衣室（女）2：1箇所
WC（女）2：1箇所
空調機械室（1）：2箇所
受水槽室：1箇所
消化ポンプ室：1箇所
職員更衣室：1箇所
幼児体育室：1箇所
ラウンジ1：2箇所
放送室：1箇所
事務室：2箇所
エントランスホール：3箇所
会議室：3箇所
トレーニング室兼多目的体育室：3箇所
サブアリーナ：4箇所
（2F）
ロビー：2箇所
空調機械室（2）：2箇所
WC（女）3：1箇所
柔剣道場：3箇所

２）文部科学省指定６物質（ホルムアルデヒド、トルエン、キシレ
ン、パラジクロルベンゼン、エチルベンゼン、スチレン）としてく
ださい。

特記仕様書（２）＿９章防水工事＿８その他の防水処理
について、【内部水廻りの防水処理：ロ：コンクリートスラ
ブと立上がりとの打継ぎ部分には、幅５００ｍｍ程度でウ
レタン系塗膜防水を行う。】と記載がありますが、施工範
囲が不明です。御指示下さい。

空調機械室1及び受水槽室と更衣室、WC、SW間の立ち上が
りH150mm部としてくだい。

特記仕様書（２）＿第１２章木工事＿５防腐・防蟻処理に
ついて、【行う】と記載がありますが、施工範囲が不明で
す。御指示下さい。

建築工事管理指針（H31）に準ずるものとしてください。

使用端材程度を想定しております。

安曇野市新総合体育館建設工事総合評価落札方式見
積要項書＿９．別途契約の関連工事との調整（２）別途
工事について、【①スポーツ機器・器具・備品　※支柱固
定用床金具等は本工事とする。】と記載がありますが、
【支柱固定用床金具】の仕様等詳細を御指示下さい。

安曇野市新総合体育館建設工事総合評価落札方式見
積要項書＿１３．施工条件及び留意点「（３）近隣対応に
ついて」について、【④必要に応じて近隣家屋調査を実
施すること。】と記載がありますが、必要な場合は仕様等
詳細を御指示下さい。

安曇野市新総合体育館建設工事総合評価落札方式見
積要項書＿１６．予備品について、【適宜見込むこと。】と
記載がありますが、予備品が必要な場合は、予備品が必
要な材料と予備品の数量を各々御指示下さい。

特記仕様書（１）＿１章一般共通事項＿７化学物質を放
散する建築材料等において、下記を御指示下さい。

１）【測定対象室及び各室測定箇所数：仕上表による】と
記載がありますが、仕上表には記載がありません。測定
対象室若しくは測定箇所数を御指示下さい。

２）【測定対象物質】については【※ホルムアルデヒド】の
みと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

70 意匠

A-006
A-007
A-030
A-031

71 意匠

A-006
A-007
A-030
A-031

72 意匠

A-006
A-007
A-030
A-031

73 意匠

A-007
A-030
A-031

74 意匠
A-011
A-030
A-031

75 意匠
A-003
A-011

76 意匠
A-011
A-023

77 意匠 A-031

78 意匠 A-031

79 意匠 A-023

80 意匠 A-031

上記、【メインアリーナの電動式バトン１３ｍ】についてメン
テナンス用キャットウォークが必要な場合は、仕様・寸法
詳細・施工範囲を御指示下さい。

キャットウォークの範囲は、W15500mmD2100ｍｍとしてくださ
い。
KANESO スチール製グレーチングHXBM22519同等品として
ください。

工事区分表において【建築工事】と記載のある下記項目
について、仕様・寸法等詳細を御指示下さい。

１）アリーナ床設置のポール金具

２）メインアリーナの間仕切りネット

３）上記２）の基礎・ポール

４）トレーニング室鏡

特記仕様書（５）建築材料・メーカー・専門工事業者にに
記載のある【体育器具関連：Ｓｅｎｏｈ同等品】について、
建築工事となるのは【サブアリーナのバスケットゴールの
み】と考えて宜しいでしょうか。
上記以外に建築工事となる体育器具がある場合は御指
示下さい。

宜しいです。

１）質疑番号64の通りです。
２）取り外し型支柱ハンドル操作巻き上げ式
　　W40000mm×H6700mm　ポリエチレン110mm目
３）Senoｈ HA663000 同等品としてください。
４）厚み5mmとしてください。

特記仕様書（５）建築材料・メーカー・専門工事業者に記
載のある【吊物機構：サンケンエンジニアリング同等品】
について、建築工事となるのは【メインアリーナの電動式
バトン１３ｍのみ】と考えて宜しいでしょうか。
上記以外に建築工事となる吊物機構がある場合は御指
示下さい。

メインアリーナの電動式バトン１３ｍ（支持鉄骨を含む）のみで
す。

１階メインアリーナ・サブアリーナの仕上表備考欄に記載
のある下記項目について、仕様・寸法等詳細を御指示
下さい。

１）コートライン

２）コートコーナーポイント

３）体育器具取付穴基礎

１）バドミントンコートライン：ウレタン系塗料40mm
フットサルコートライン：ウレタン系塗料80mm
その他コートライン：ウレタン系塗料50mm
２）バドミントンコートライン：ウレタン系塗料40mm
フットサルコートライン：ウレタン系塗料80mm
その他コートライン：ウレタン系塗料50mm
３）A"矩計図（1）"を参照ください。

特記仕様書・仕上表に【内装壁、天井の木材について
は、安曇野市産材とする。】と記載がある事から、サブア
リーナの【造作木製ベンチ】についても【安曇野市産材】
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

施工者の提案によるものとします。

１階サブアリーナの天井高さについて、仕上表は【＋９５
５３～＋１０８７８】と記載がありますが、矩計図（４）では
【最低天井高さ９９０８】と記載があり相違します。矩計図
を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

１階サブアリーナＸ６通り側に【有効２５９６】の記載があり
ますが、当該開口部のＨ寸法は【Ｈ２０００】と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

上記質疑の開口部～器具庫２の空間について、天井仕
上・天井高さは器具庫２に倣うと考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

H3500ｍｍとし、天井材はGB-Dt9.5としてください。

１階メインアリーナ・サブアリーナ等の天井部鉄骨見え掛
かり部に塗装が必要な場合は塗装種別を御指示下さ
い。

錆止め塗装までとします。

１階平面詳細図（２）に記載のある下記室の【防護パッド
Ｈ２０００】について、形状が異なる為各々の【仕様・参考
メーカー名及び品番等詳細】を御指示下さい。

１）サブアリーナ

２）トレーニング室兼多目的利用室

Senoh HZ9100同等品としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

81 意匠 A-031

82 意匠 A-023

83 意匠 A-023

84 意匠

A-021
A-024
A-031
A-032
A-033

85 意匠
A-011
A-020

86 意匠 A-041

87 意匠 A-020

矩計図（４）サブアリーナに記載のある【膳板：アルミパネ
ルｔ２．０　ＳＯＰ】について、下記を御指示下さい。

１）膳板の【Ｗ×Ｈ寸法・糸巾】を御指示下さい。

２）図面に記載のある通りアルミパネルに【ＳＯＰ塗装】を
施すとしてよろしいでしょうか。
　異なる場合は、アルミパネルの表面仕上を御指示下さ
い。

１）膳板幅：20000mm
膳板奥行寸法：950mm
カーテン受ボックス部分幅：300mm
カーテン受ボックス部分深さ：200mm
膳板奥行糸巾1400ｍｍ
２）膳板はSt SOPとしてください。

矩計図（４）サブアリーナに記載のある【カーテンボックス
Ｓｔ　ｔ１．０　ＳＯＰ（電動カーテンレール共）】について、
下記を御指示下さい。

１）カーテンボックスの【Ｗ×Ｈ寸法・糸巾】を御指示下さ
い。

２）【電動カーテンレール】の仕様・参考メーカー名及び
品番等詳細を御指示下さい。

１）W300mm×H300mm・糸巾900ｍｍ
２）タチカワブラインド　シエルド50同等品としてください。

上記【防護パッド　Ｈ２０００】の施工範囲が不明です。御
指示下さい。

アリーナ面の出隅になる部分には防護パッドを見込んでくださ
い。

平面詳細図凡例に記載のある上記サブアリーナ以外の
【ＣＬ：上部カーテンボックス・カーテンレール（暗幕仕
様）】について、下記を御指示下さい。

１）カーテンボックスの【Ｗ×Ｈ寸法・糸巾】を御指示下さ
い。

２）【カーテンレール】の仕様・参考メーカー名及び品番
等詳細を御指示下さい。

１）全て共通で以下の通りとしてください 。
W120mm×H150mm・糸巾420ｍｍ
２）タチカワブラインド　ファンティア同等品としてください。

１階メインアリーナの天井高さについて、仕上表は【＋１１
３００～＋１４４０５】と記載がありますが、矩計図（１）では
【トラス下最高天井高さ：１４４９８．６、上弦材芯高さ：１７２
００】と記載があり、更に上弦材の上部に天井材の記載
がある為、天井高さが相違します。全て矩計図を正と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

壁標準詳細図に記載のある【ＬＷ－１：緩衝付指示スタン
ド】について、開口部に補強が必要な場合は仕様等詳
細を御指示下さい。

メーカー仕様に倣うものとしてください。

矩計図（１）メインアリーナに記載のある【天端塞ぎ：Ｓｔ
ＰＬ　ｔ１．０　不燃シート貼】について、下記を御指示下さ
い。

１）天端塞ぎの【断面寸法】を御指示下さい。

２）【不燃シート】の仕様・参考メーカー名及び品番を御
指示下さい。

１）施工者にて想定の上、計上ください。
２）３M　ダイノックフィルム木目同等品としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

88 意匠
A-020
A-032

89 意匠

90 意匠 A-024

91 意匠

92 意匠 A-030

93 意匠 A-032

94 意匠
A-032
A-033

95 意匠 A-012

96 意匠 A-020

97 意匠
A-005
A-024

98 意匠 A-020

上記【天端塞ぎ】に取り付く【スチール手摺Ｈ２００】につ
いて、下記を御指示下さい。

１）手摺・支柱の仕様を御指示下さい。

２）表面仕上は【ＳＯＰ塗装】と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

３）２階平面詳細図（１）では【手摺Ｈ８００】と記載がありま
すが、左記は客席下段床レベルからの高さを示すものと
し、矩計図通り【天端塞ぎ＋２００】と同様と考えて宜しい
でしょうか。

４）２階平面詳細図（１）において、上記３）の範囲に一部
【手摺Ｈ１１００】の記載がありますが、左記は【手摺支柱
のみ＋３００】と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

１）手摺：St FB-9×38 SOP
手摺支柱：St FB-9×38@900ｍｍ SOP
２）宜しいです。
３）宜しいです。
４）宜しいです。

石膏ボードＧＬ工法について、下地ＲＣ面には【プライ
マー処理】が必要と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

GL工法はありません。

矩計図（５）メインアリーナ内ランニングコースの下部に記
載のある【天井：ＧＢ－Ｄ　ｔ９．５】について、小口部分の
仕上を御指示下さい。

ＧＢ－Ｄ　ｔ９．５→アルミパンチングメタルと読み替えてくださ
い。

上記天井－小口部分のコーナー部取り合いには【塩ビ
製見切縁】が必要と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

宜しいです。

１階平面詳細図（１）メインアリーナに記載のある【床下点
検口】について、仕様・参考メーカー名及び品番等詳細
を御指示下さい。

ナカ工業　ニューハッチNHEⅡシリーズ同等品としてくださ
い。
サイズは450mm×450mmとしてください。
A-014”ピット平面図”に記載している750mm×750mmは訂正
し、450mm×450mmとしてください。

２階平面詳細図（１）メインアリーナ内ランニングコース車
椅子席に記載のある【ライン引き】について、仕様・Ｗ寸
法等詳細を御指示下さい。

施工者にて想定の上、計上ください。

２階平面詳細図（１）メインアリーナ内ランニングコースに
記載のある【ネット用支柱・基礎】について、仕様等詳細
を御指示下さい。

質疑番号73の通りです。

仕上表（２）観客席（ランニングコース含む）備考欄に記
載のある【セパレートネット巻付ウィンチ支持金具】につ
いて、仕様等詳細を御指示下さい。

仕切りネット、ネット用支柱・基礎のことを指しています。
仕様については質疑番号73の通りです。

メインアリーナ観客席の床・立上り部の仕上について、矩
計図（１）に【ＲＣ床（現場打ち）】と記載がありますが、ラン
ニングコース同様【厚膜型弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系　塗床　ｔ＝
１．３（最下段のみ増し打ちｔ１０が必要）】と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

矩計図（５）メインアリーナ観客席に【段鼻：ＳＵＳ製階段
滑り止め】の記載がありますが、下記を御指示下さい。

１）【ＳＵＳ製階段滑り止め】については、特記仕様書より
【ゴムタイヤ入　Ｗ＝３５　接着工法】と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

２）【階段本体】の詳細が不明です。下記を御指示下さ
い。
　・階段下地組
　・階段踏面表面仕上
　・階段蹴上表面仕上

１）宜しいです。
２）観客席の縦通路部階段はRC現場打ちとしてください。
　表面仕上げについては、厚膜型弾性ウレタン樹脂系塗床と
してください。

矩計図（１）メインアリーナ天井部分に記載のある【防球
ネット】について、仕様・参考メーカー名及び品番等詳細
が不明です。御指示下さい。

ポリエチレン110mm目としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

99 意匠 A-020

100 意匠 A-024

101 意匠 A-024

102 意匠 A-024

103 意匠
A-012
A-031

104 意匠

105 意匠 A-031

106 意匠
S-018
A-012
A-021

107 意匠 A-033

108 意匠 A-033

109 意匠 A-031

110 意匠 A-033

111 意匠
A-012
A-021

上記【防球ネット】の施工範囲が不明です。御指示下さ
い。

斜め壁の懐にボール等が入りこまないように四周見込んでく
ださい。

矩計図（５）メインアリーナ上部歩廊に記載のある【スノコ
張り：グレーチング（２２ｋｇ／ｍ２）】について、仕様・参考
メーカー名及び品番等詳細を御指示下さい。

KANESO スチール製グレーチングHXBM22519同等品として
ください。

矩計図（５）メインアリーナ上部歩廊に記載のある【φ３４
手摺】について、【Ｈ寸法・仕様・表面仕上等詳細】を御
指示下さい。

手摺：FB-9×38　SOP
支柱：FB-9×38　SOP＠1250mm
横桟：FB-9×38　SOP
としてください。
A-024”矩計図（5）”に記載しているφ３４は訂正させてくださ
い。

上記【歩廊】の施工範囲が不明です。御指示下さい。 Y方向15200mm×X方向2100mmとしてください。

１階トレーニング室兼多目的室について、仕上表備考欄
には【鏡（Ｗ１００００×Ｈ２１００）】と記載がありますが、平
面詳細図では【姿見鏡：Ｗ１１４００×Ｈ２５００×ｔ６】と記
載がありＷ×Ｈ寸法が相違しています。平面詳細図を正
と考えて宜しいでしょうか。

宜しいです。
W1140×H2500×10枚としてください。

上記【鏡】について、下記を御指示下さい。

１）枠の仕様を御指示下さい。

２）取付下地補強の材質・仕様・Ｗ×Ｈ寸法を御指示下
さい。

１）SUS枠とし、接着・金物併用構法としてください。
２）上下枠をビス打ち固定想定です。取付下地補強について
は施工者判断としてください。

１階トレーニング室兼多目的利用室について、可動間仕
切収納部分においてもトレーニング室兼多目的利用室
と同様の仕上とし、開口部分に扉等は不要と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

仕上については、トレーニング室兼多目的利用室と同様と考
えてください。
開口部分には扉は不要と考えてください。

１階トレーニング室兼多目的利用室の床スラブレベルに
ついて、仕上表（２）及び構造図＿１階床伏図では【１ＦＬ
－３０】と記載がありますが、矩計図（２）では【１ＦＬ－１０】
と記載があり相違しています。仕上表・構造図を正とし
【増し打ちコンクリートｔ３０が必要】と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

宜しいです。

２階平面詳細図（２）柔剣道場について、【ライン引き】の
記載がありますが、仕様・Ｗ寸法等詳細を御指示下さ
い。

エナメル樹脂塗料　ライン幅50mmとしてください。

２階平面詳細図（２）柔剣道場について、【床換気用ガラ
リ　Ｗ２００】の記載がありますが、仕様等詳細を御指示下
さい。

木製床ガラリとしてください。

１階サブアリーナ－トレーニング室兼多目的利用室間に
ついて、Ｘ６通り×Ｙ１４通りのサッシと間仕切が取合う部
分に【サッシュ取合い方立】が必要な場合は、材質・仕
様・Ｗ×Ｄ寸法等詳細を御指示下さい。

方立ありで想定しています。
材質は亜鉛メッキ鋼板ｔ1.6　両面貼+ロックウールt48 充填とし
てください。

２階サブアリーナ上部吹抜－柔剣道場について、Ｘ６通
り×Ｙ１４通りのサッシと間仕切が取合う部分に【サッシュ
取合い方立】が必要な場合は、材質・仕様・Ｗ×Ｄ寸法
等詳細を御指示下さい。

方立ありで想定しています。
材質は亜鉛メッキ鋼板ｔ1.6　両面貼+ロックウールt48 充填とし
てください。

２階柔剣道場の天井仕上について、仕上表では【ＧＢ－
Ｒｔ１２．５＋ＧＡＢｔ＝９　塗装無し】と記載がありますが、
矩計図（２）及び同図柔剣道場天井下地凡例内では【仕
上げ材：ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＧＢＡｔ＝９　ＥＰ想定】と記載が
あり、表面塗装の有無が相違します。仕上表を正と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

112 意匠 A-005

113 意匠

114 意匠
A-005
A-011

115 意匠 A-005

116 意匠

117 意匠

118 意匠

119 意匠 A-005

120 意匠 A-011

121 意匠

122 意匠
A-011
A-031

123 意匠

124 意匠 A-006

125 意匠
A-011

126 意匠 A-031

127 意匠 A-031

カーテン及びブラインド、暗幕は別途工事と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

特記仕様書（５）２０章ユニット及びその他の工事４１のラ
イニング天板において、人造大理石と記載があります
が、厚み及びメーカー品番が不明です。御指示下さい。

厚みは9mmとしてください。
その他は施工者にて想定の上、計上ください。

内部仕上表（１）において、ラウンジ１・２の備考に【造作
木製棚（下足入れ）：W４０００×H２２００×D４００】と記載
がありますが、仕様が不明です。御指示下さい。

施工者にて想定の上、計上ください。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ２－４／Ｙ８－９通りのラ
ウンジ１及びＸ７－９／Ｙ８－９通りのラウンジ２に洗面カ
ウンターと記載がありますが、洗面カウンター上部に化
粧鏡を見込みものとして宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

宜しいです。

特記仕様書（４）において、１９章内装工事４及び２０章ユ
ニット及びその他の工事２４に視覚障害者用ブロック（タ
イル）の記載がありますが、拾い分けが不明です。全て２
０章ユニット及びその他の工事２４の視覚障害者用ブロッ
クと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

上記質疑と異なり、拾い分けがある場合は部屋毎に御指
示下さい。

上記の通りです。

内部仕上表（１）において、１Ｆエントランスホールの備考
に【壁付掲示ボックス】と記載がありますが、詳細は特記
仕様書（４）の２０章ユニット及びその他の工事２２の屋内
掲示板と考えて宜しいでしょうか。
また、詳細が異なる場合は併せて御指示下さい。

宜しいです。

特記仕様書（４）において、２０章ユニット及びその他の
工事２２の屋内掲示板に【下地の材質：画鋲のささり易い
もの】と記載がありますが、材質が不明です。【ラワン合板
ｔ１２】と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

ボードの出隅には、【コーナービード 塩ビ】を見込むもの
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

消火器本体の工事区分は建築工事外と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

消火器本体は別途工事としてください。

ライニングの納まりについて、巾木・壁共に【該当する部
屋の壁仕上＋ＧＢＳ ｔ１２．５＋ラワン合板 ｔ１２＋ＬＧＳ６５
型】と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

不燃化粧板t3＋GB-St12.5+ＬＧＳ６５型としてください。

上記質疑と異なり、消火器本体が建築工事となる場合、
仕様は【ＡＢＣ粉末 １０型 加圧式】と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

上記の通りとしてください。

１階平面詳細図において、Ｘ５－６／Ｙ８－９通りの事務
室等の出入り口に【ＣＬ（カーテンボックス＋レール）】の
記載がありますが、詳細が不明です。御指示下さい。

W300mm×H300mm・糸巾900ｍｍ
タチカワブラインド　シエルド50同等品としてください。

内部仕上表（１）において、１Ｆ事務室の備考に【受付カ
ウンター】と記載がありますが詳細が不明です。御指示
下さい。

天板はメラミン化粧板としてくだい。
その他は室の仕上げ同様としてください。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ２－４／Ｙ８－９通りのラ
ウンジ１及びＸ７－９／Ｙ８－９通りのラウンジ２の洗面カ
ウンターの横に【ＶＣ】と記載がありますが、詳細が不明
です。誤記と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

VCとはVender Cornerの略です。
破線で示しているものは自動販売機（別途工事）です。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ２－４／Ｙ８－９通りのラ
ウンジ１及びＸ７－９／Ｙ８－９通りのラウンジ２に上足と
下足の範囲がございますが、上足の範囲は内部仕上表
（１）のラウンジの仕上（ビニル床タイル）と考え、下足の
範囲はエントランスホールの床仕上（厚膜型弾性ウレタ
ン樹脂系塗床）と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

128 意匠 A-005

129 意匠

130 意匠
A-031

131 意匠
A-011
A-031

132 意匠
A-006

133 意匠
A-031

134 意匠

135 意匠
A-011

136 意匠
A-011
A-022

137 意匠
A-012
A-031

138 意匠
A-012
A-031

内部仕上表（２）において、１Ｆトレーニング室兼多目的
室前スペースの備考に【カーテンボックス、レール】と記
載がありますが、１階平面詳細図（２）では見受けれませ
ん。【カーテンボックス、レール】は不要として宜しいで
しょうか。御指示下さい

宜しいです。

内部仕上表（１）において、１Ｆ幼児体育室の備考に可動
式間仕切（表面材ラワン合板 ｔ５．５）と記載があります
が、表面材は可動間仕切に含まれているものと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。

表面材は移動式間仕切に含まれております。

内部仕上表（１）において、１Ｆ更衣室（男・女）の壁下地
が【ＧＢ－Ｈ ｔ９．５＋ＧＢ－Ｒ ｔ１２．５】と記載があります
が、矩計図（３）のＹ２－３通りでは【ＧＢ－Ｓ ｔ１２．５＋ＧＢ
－Ｒ ｔ１２．５】と記載があり相違します。内部仕上表を正
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

内部仕上表（２）において、１Ｆトレーニング室兼多目的
室前スペースの備考に【造作木製棚（下足入れ）：Ｗ２９
００×Ｈ２２００×Ｄ７００×２】と記載がありますが、１階平
面詳細図（２）のＸ４／Ｙ１２－１３通り付近の下足入れは
【Ｗ４３００】程度あると思われます。下足入れ１つは【Ｗ４
３００×Ｈ２２００×Ｄ７００】に読み替えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

宜しいです。

特記仕様書（５）において、建築材料・メーカー名の２０
章移動間仕切に【小松ウォール：小松ライニング５０ＶＢ
－Ｗ（幼児体育室）】と記載がありますが、同等のものが
ございません。【小松ウォール：ハフコーウォール５０Ｖ－
Ｗ】に読み替えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

小松ウォール工業　HS-50VB-W同等品としてください。

１階平面詳細図（２）において、幼児体育室、会議室、ト
レーニング室兼多目的利用室に可動間仕切と記載があ
りますが、天井内取付金物の詳細が不明です。御指示
下さい。

レール：スチールハンガーレール
レーン：アルミ走行レーン（アルマイト）
見切り：アルミ焼付塗装

上記質疑に関連し、可動間仕切の天井内に遮音間仕切
が必要かと思われますが、ボードは【ＧＢ－Ｒ ｔ１２．５（両
面）】、グラスウールは【ｔ２５ ２４ｋｇ／ｍ３】と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

内部仕上表（１）において、１Ｆ幼児体育室の備考に洗面
カウンター及びライニングと記載がありますが、１階平面
詳細図（２）では見受けられません。１Ｆ幼児体育室に洗
面カウンター及びライニングは不要と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

宜しいです。

特記仕様書（５）２０章ユニット及びその他の工事２３の洗
面カウンターにおいて、詳細またはメーカー品番が不明
です。御指示下さい。

天板：人工大理石t9mm
開き扉：不燃化粧板t3（下部掘込把手付）としてください。

上記質疑に関連し、洗面カウンターの天板が人工大理
石または人造大理石となる場合は、厚み及びメーカー品
番を御指示下さい。

厚みは上記の通りです。
その他は施工者にて想定の上、計上ください。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ２－４／Ｙ８－９通りのラ
ウンジ１及びＸ７－９／Ｙ８－９通りのラウンジ２の下足入
れの横に【一方枠】の凡例がありますが、一方枠の詳細
及びＨ寸法が不明です。Ｈ寸法はその部屋の天井高さ
までとして宜しいでしょうか。また、詳細を併せて御指示
下さい。

SUS　FBt6mmとし、Ｈ寸法はその部屋の天井高さまでとしてく
ださい。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

139 意匠 A-031

140 意匠 A-031

141 意匠 A-031

142 意匠
A-031

143 意匠
A-015
A-016

144 意匠 A-011

145 意匠 A-011

146 意匠
A-011
A-031

外部仕上表・内部仕上表（１）において、耐火構造リスト
の床に【吹付けロックウール ｔ１５】と記載がありますが、
計上範囲が不明です。計上が必要となる場合は範囲を
御指示下さい。

該当箇所はありません。
床は全て、告示第1399号第3第二号イとします。

上記質疑に関連し、吹付ロックウールの密度が不明で
す。御指示下さい。

上記の通り不要としてください。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ４－５／Ｙ９通り及びＸ７
／Ｙ９通りに前室と記載がありますが、仕上表に該当す
る部屋がなく仕上及び天井高さが不明です。仕上は内
部仕上表（１）の事務室に倣うものと考え、天井高さは【Ｃ
Ｈ２５００】と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ１／Ｙ１０－１２通りの会
議室等で外壁面の間仕切凡例の記載がなく納まりが不
明です。【ＬＷ３－１またはＬＷ３－３（仕上材＋ＧＢ－Ｈ ｔ
９．５＋ＧＢ－Ｒ ｔ１２．５＋ＬＧＳ）】と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

宜しいです。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ３－５／Ｙ１１－１２通り
付近の廊下会議室前とＷＣ（男・女）１で床仕上及び天
井高さ等が異なりますが、境界が不明です。下図の赤線
を境界と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

１・２階平面図において、機械基礎リストがありますが、機
械基礎の仕上は機械基礎がある部屋の仕上に倣うもの
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ１－３／Ｙ１１－１２通り
付近の会議室の可動間仕切の収納部にパネルのような
記載（下図に赤線で囲みました）がありますが、詳細が不
明です。御指示下さい。

表面材はワラン合板とし、t50としてください。

１階平面詳細図（２）において、Ｘ１－３／Ｙ１１－１２通り
付近の会議室のＡ面に【スクリーン １２０インチ】と記載が
ありますが、詳細が不明です。建築工事として計上が必
要となる場合は詳細を御指示下さい。
また、スクリーンボックス等の計上が必要となる場合も、
詳細を併せて御指示下さい。

電気設備工事（本工事）です。
E-046”映像・音響設備　機器仕様書・姿図（会議室）（1）”に
記載しておりますのでご参照ください。
スクリーンボックスについては、KIC　KFBM-2500SW同等品と
してください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

147 意匠
A-027

148 意匠
A-029
A-033

149 意匠 A-033

150 意匠

151 意匠
A-031

152 意匠
A-011
A-012

153 意匠

154 意匠
A-024
A-032

屋上アスファルト防水部の機械基礎下に断熱材吹付が
必要かと思われますが、仕様・施工範囲を御指示下さ
い。

現場発泡ウレタンフォーム吹付t３０としてください。
施工範囲は基礎サイズ+300mmの範囲としてください。

上記質疑と異なり、安曇野市産材とならない場合は、樹
種及び表面仕上を御指示下さい。

施工者にて想定の上、計上ください。

天井仕上が異なるカ所には見切縁【塩ビ】を計上するも
のと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

仕上表（２）において、１～２階（共通）にＥＶホールと記
載がありますが、１階平面詳細図（２）ではＥＶホールとエ
ントランスホールの境界が不明です。御指示下さい。

仕上表にEVホールの記載がありますが、１Fはエントランス
ホール、２Fはロビーの仕上げに倣うものとしてください。

特記仕様書・仕上表に【内装壁、天井の木材について
は、安曇野市産材とする。】と記載がある事から、仕上表
（１）・（２）の器具庫１・２、ラウンジ１・２、トレーニング室兼
多目的室前スペースに記載の【造作木製棚】についても
【安曇野市産材】と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

施工者の提案によるものとします。

階段詳細図（１）において、下記質疑に御指示下さい。
１）階段部及び２Ｆ階段室の天井仕上が不明です。【ＥＰ
＋ＧＢ－Ｒ ｔ９＋ＬＧＳ】と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

２）２Ｆ階段室には【ビニル巾木 Ｈ６０】を見込むものと考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

３）階段下に倉庫の記載がありますが、該当する部屋が
仕上表になく仕上等が不明です。仕上は仕上表（２）の１
Ｆ防災倉庫に倣い、下記と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。
床：ケイ酸塩素コンクリート表面強化剤
壁：ボード素地
天井：素地（段裏ＳＯＰ）

１）宜しいです。
２）宜しいです。
３）宜しいです。

階段詳細図（３）において、屋内階段（２）の平面詳細図
で手摺が【ガラス手摺Ｈ１１００】と記載がありますが、２階
平面詳細図（２）では【ガラス手摺Ｈ１２００】と記載があり
相違します。【ガラス手摺Ｈ１１００】を正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

宜しいです。

２階平面詳細図（２）において、ロビーとＷＣ（男・女）３で
仕上及び天井高さが異なりますが、境界が不明です。下
図の赤線が境界と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

155 意匠 A-014

156 意匠
A-015
A-050

157 意匠
A-012
A-021

158 意匠
A-030
A-033

159 意匠

160 意匠
A-012
A-031

161 意匠

162 意匠 A-006

163 意匠
A-035
A-040

164 意匠 A-036

建築材料メーカー一覧表で
17 アルミ製カーテンウォールに三協立山アルミ､ニュー
スト(木アルミ複合カーテンウォール)と記載がありますが､
木アルミ複合カーテンウォールが見当たりません。
木複合カーテンウォールの該当部分を御指示下さい。

アルミ製建具、アルミ製カーテンウォール部としてください。
適用は施工者によるものとします。

上記質疑と異なり、【電動スクリーン】が【スクリーン １２０
インチ】と異なる場合は、電動スクリーンの詳細及びボッ
クス等の詳細を併せて御指示下さい。

上記の通りです。

１階平面詳細図（１）、２階平面詳細図（２）において、空
調機械室１・２でブレースが見え掛りとなりますが、塗装
等は不要と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

錆止めまでとしてください。

ｼｬｯﾀｰ下地鉄骨の仕様及び納まりが不明です。御指示
下さい。

Y9～Y10、Y10～Y10aでそれぞれ門型に下地鉄骨を構成しま
す。
下地鉄骨サイズは、□-100×100×2.3としてください。

確認となりますが、仕上表（２）において、１Ｆ会議室の備
考に【電動スクリーン】と記載がありますが、１階平面詳細
図（２）のＸ１／Ｙ１１－１２通りに記載の【スクリーン １２０イ
ンチ】と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

電動ではありません。スクリーン １２０インチとしてください。

ピットの下記質疑に適宜御指示下さい。
１）ピット平面図において、マンホールの記載があります
が、【鋳鉄製】として宜しいでしょうか。

２）ピット図において、左下の凡例で釜場Ｂが【３か所】の
記載ですが、ピット図では１か所のみの記載となっており
ます。平面図を正とし、１か所として宜しいでしょうか。

３）ピット図において、左下の凡例で【人通口Φ６００】【人
通口１０００×１０００】と記載があり、どちらの径を採用す
るか不明となります。人通口は全てΦ６００として宜しいで
しょうか。

４）ピット図において、左下の凡例で連通管の欄に【消火
水槽はΦ３００】と記載がありますが、ピット図に記載があ
りません。消火水槽面の連通管は不要として宜しいで
しょうか。

1)宜しいです。
2）宜しいです。
3）600φとしてください。
4）不要としてください。

１階平面図において、左下に点検口リストの記載がありま
すが、昇降機設備図（３）断面図にも点検口の記載があ
ります。
昇降機設備に記載の点検口は平面図リストに含まれて
いないと考え、１か所追加計上するものとして宜しいで
しょうか。
上記質疑となる場合、寸法は６００角として宜しいでしょう
か。
併せて御指示下さい。

昇降機設備に記載の点検口は平面リストに含まれないものと
考えてください。

リスト以外に必要な場所と箇所は下記の通りです。
ラウンジ１　450×450×2箇所
トレーニング室兼多目的利用室　450×450×1箇所
会議室　450×450×1箇所
ロビーSS部　600×600×3箇所
昇降機前　600×600×1箇所

矩計図（２）において、Ｙ１２－１３通り間の器具庫３の壁
仕上が【ＧＡＢ ｔ９＋ＧＢ－Ｒ ｔ１２．５】と記載があります
が、仕上表（２）では【ＧＢ－Ｈ ｔ９．５＋ＧＢ－Ｒ ｔ１２．５】
と記載があり相違します。【ＧＢ－Ｈ ｔ９．５＋ＧＢ－Ｒ ｔ１
２．５】を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

ＡＷ－１、２について、付属金物欄に電動オペレーター
とありますが、ＡＷ－１の可動部は柔剣道上のＦＬ＋１２０
０、ＡＷ－２はＦＬ＋１００の為、不要と考えて宜しいでしょ
うか。、御指示下さい。

宜しいです。

（　建　具　）
　

ＡＧ-２-4について、建具表には２階に１ヶ所ですが、合
計欄は２ヶ所となっています。キープランでは１ヶ所の
為、１ヶ所と考えて宜しいでしょうか。２ヶ所必要な場合は
取付場所を御指示下さい。

1箇所としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

165 意匠 A-036

166 意匠
A-036
A-037

167 意匠 A-037

168 意匠 A-037

169 意匠
A-037
A-038
A-039

170 意匠 A-037

171 意匠
A-004
A-037

172 意匠
A-037
A-043
A-047

173 意匠
A-017
A-039

174 意匠
A-038
A-039

175 意匠
A-004
A-037

176 意匠
A-020
A-022
A-037

177 意匠
A-017
A-040

178 意匠
A-031
A-039

179 意匠
A-031
A-039

ＳＤ－２９、３１について、建具表の形式はスチールドア
ですが、備考欄にアルミ製とあります。また、立面図では
スチールドア、取付面のルーバーはアルミです。この扉
の材質を御指示下さい。

アルミ製としてください。

ＡＷ５について、建具表には飛散防止フィルム貼とありま
すが、矩計図（１）（３）には遮光フィルムとあります。飛散
防止フィルムを正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

遮光フィルムとしてください。

ＡＧ－２－１について、建具表ではＷ７５００ですが、西立
面図ではＷ６５００程度です。建具表を正と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

ＳＤ－２３について、建具表ではＷ２２００ですが、１階平
面詳細図（２）ではＷ１８００です。建具表を正と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

ＳＤ－１－２８について、建具表では両開き戸×２＋片開
き戸＝Ｗ３０００ですが、平面詳細図では両開き戸＋片
開き戸＝Ｗ１８００です。建具表の寸法では納まらない
為、Ｗ１８００を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

宜しいです。

建具表特記事項において、外部に面する扉は全てセミ
エアタイトとありますが、外部建具は框扉・ルーバー扉を
含む為、ＳＡＴ仕様は建具表に依るものとして宜しいで
しょうか。全てＳＡＴとなり充填材が必要な場合は密度を
御指示下さい。

建具表に依るものとしてください。

特記仕様書（３）、１６建具工事において、自閉式吊り引
戸装置に摘要印がありますが、建具表には記載がありま
せん。ハンガー金物付のＳＤ・ＬＳＤに必要として宜しい
でしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

ＡＣＷ－１のケイカル板はＥＰ塗装と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

宜しいです。

特記仕様書（３）、１７カーテンウォール工事に映像調整
を行う（建具表による）とありますが、建具表にはその旨
の記載はありません。不要と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

宜しいです。

ＳＴＤ－１、ＧＰ－１について、建具表備考欄に衝突防止
マークとありますが、サイン図に記載されている内容と異
なります。また、サインキープランではＧＰ－１に衝突防
止マークの記載はありません。仕様はサイン詳細図を
正、ＤＰ－１にも必要として宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

宜しいです。

ＳＷ１～３について仕上がＢ－２種となっていますが、鋼
製建具の為ＳＯＰと読替えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

宜しいです。

ＳＷについて、枠見込７０・１００とあり、ＳＷ３の金物欄に
額縁・膳板とありますが、全て見込２００の枠で納めるもの
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

ＳＴＤ、ＧＰ、ＬＳＤ、ＳＤについて、枠見込の記載がありま
せん。御指示下さい。

施工者にて想定の上、計上ください。

ＡＷ－１～３について、ガラス欄もスパンドレル部のガラ
ス仕様がありますが、該当部分がありません。不要と考え
て宜しいでしょうか。

不要としてください。

複層ガラスの空気層厚の記載がない場合はＡ６と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

180 意匠
A-035
A-060

181 意匠

A-004
A-036
A-037
A-038
A-039
A-040

182 意匠 A-004

183 意匠
A-007
A-040

184 意匠 A-037

　

185 意匠

A-005
A-011
A-013
A-062

186 意匠 A-011

187 意匠 A-011

188 意匠 A-011

189 意匠 A-011

190 意匠 A-011

191 意匠 A-011

192 意匠 A-005

193 意匠 A-054

194 意匠 E-007

195 意匠 A-054

　
（　屋　外　）

特記仕様書（３）、１６建具工事、１１その他建具におい
て、エレベーターの防火・防煙区画に使用する特殊建具
等とありますが、該当するものが建具表にはありません。
不要と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

１FEV扉が該当します。

特記仕様書（３）、１６建具工事、１６倍強度ガラス及び強
化ガラス、耐熱強化ガラスにおいて、サンプリングを行う
とありますが、サンプリング行いますガラスの厚み、寸法、
枚数等御指示下さい。

施工者判断によるものとしてください。

チャンバーボックスの有無・工事区分が不明です。不要
と考えて宜しいでしょうか。必要かつ建築工事の場合は
ガラリごとに寸法、材質、厚み、出巾を御指示下さい。

設備工事としてください。

ＧＰ－１について、形式欄にはガラスパーティションとあり
ますが、枠・沓摺仕様より、ステンレス製建具として計上
するものと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

身障者用駐車場にゼブラゾーンL6000 8ｹ所有りと 考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

灌水設備は建築工事でしょうか。建築工事の場合仕様･
詳細を御指示下さい。

M-037”給排水衛生設備　散水設備外構図”を参照し、機械
設備工事（本工事）としてください。

浸透桝の仕様･数量を御指示下さい。 A-054”造成計画図（構造物数量）”、A-069”雨水浸透施設構
造図”を参照ください。

地下燃料タンクの配筋及び山留計画を御指示下さい。 大きさ、重量に耐えうる仕様を施工者にて想定の上、計上くだ
さい。

屋外掲示板の仕様･詳細を御指示下さい。 サイン図に記載しているものが全てです。サイン図を参照くだ
さい。

造成計画図（構造物数量）に、※耐震性貯留槽　本体別
途工事　設置による土工事は本工事と明記されておりま
す。
建築工事で見込むものがあれば、詳細を御指示下さ
い。

設置に伴う、掘削、埋戻しを見込んでください。

下記項目のﾒｰｶｰ名･品番等を御指示下さい。
･屋外掲示板
･ロープ型掲揚ポール
･ネットフェンス
･ガードパイプ
・車止め､車止めﾎﾟｰﾙ

･屋外掲示板：サイン図に記載しているものが全てです。サイ
ン図を参照ください。
･ロープ型掲揚ポール： サンポール　FP-10U同等品としてく
ださい
･ネットフェンス：A-063”構造図2”を参照ください
･ガードパイプ：A-062”構造図1”を参照ください
・車止め､車止めﾎﾟｰﾙ：A-062”構造図1”を参照ください

植栽（高木・中木）について
高木･中木の寸法を御指示下さい。

樹種、寸法、数量については施工者にて想定の上、計上くだ
さい。

客土(畑土)は､厚300程度と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

不要とし、現場良質土としてください。

植栽（地被類）について
地被類については、参考樹種の記載がありませんが想
定される樹種とポット数/ｍ2についてご教示ください。

樹種、寸法、数量については施工者にて想定の上、計上くだ
さい。

植栽（低木）について
低木については、参考樹種の記載がありませんが想定さ
れる樹種とポット数/ｍ2についてご教示ください。

樹種、寸法、数量については施工者にて想定の上、計上くだ
さい。

ＳＤ－１－２６、１－２８、ＬＳＤ－１－８について、法チェッ
ク図（１）では防火設備ですが、建具表にはその旨の記
載がありません。防火性能は不要と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

ＳＤ－１－２６は防火設備。１－２８、ＬＳＤ－１－８について、防
火設備は不要としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

196 意匠 A-055

197 意匠
A-057
A-058

198 意匠 A-054

199 意匠 A-062

200 意匠 A-062

201 意匠 A-062

202 意匠 A-063

203 意匠 A-013

204 意匠 A-070

205 意匠 A-068

206 意匠 A-068

207 意匠 A-054

208 意匠
A-013
A-054
A-055

209 意匠
A-013
A-054

210 意匠 A-068

211 意匠 A-069

水路付替排水路３に書かれております桝－５以降のボッ
クスカルバートは､別途工事と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

桝3以降の台付管Φ400から道路工事となります。

法面部の植栽について
造成計画図では造成地南側の法面部も植栽帯となって
いますが、法面部に地被類を植栽すると考えればよろし
いでしょうか。

宜しいです。

造成 土工（切土）について
発注図面（A-057～A-058）横断図において、切土面積
数量の記載がありますが、土質区分（良質土・耕土）への
記載がありません。当該土量は、すべて　耕土と考えて
よろしいでしょうか。ご教示ください。

宜しいです。

スケボー広場（フェンス門扉）設置について
スケボー広場の施設外周は、フェンス（H=1200）で囲む
と考えますが、当該施設箇所内に出入りするフェンス用
門扉が必要と考えます。積算において、同フェンス用門
扉（片開きまたは両開き）1箇所を設置すると考えてよろ
しいでしょうか。　ご教示ください。

宜しいです。

カラー舗装について
構造図2（A-063）記載の舗装構成図（カラー舗装）では
加熱アスファルト舗装の上部に樹脂モルタル（カラー）を
施工する構成になっていますが、特記仕様（23舗装工事
11カラー舗装）では、加熱系混合物（通常であれば合材
に着色するもの）となっています。どちらの仕様で見積も
ればよろしいでしょか。加熱系混合物であれば、舗装構
成及び何色かご教示ください。

樹脂モルタル（カラー）としてください。

雨水浸透施設（透水シート材）について
雨水浸透施設に使用する透水シート材について、規格
及び仕様などがありましたら、公表願います。

短繊維合成不織布　t=10mm　同等品以上の性能を有するも
のを想定してください。

耐震性貯留槽（４０ｔ）の寸法を､御指示下さい。 本体は別途としてください。横長円筒形の貯水槽で、L=9,５０
０mm     Φ2,420 掘削高さはFL-４０００　土被り1.0m程度と考
えてください。

ガードパイプ（脱着式）施工有無について
発注図面（A-013）凡例箇所において、ガードパイプ（脱
着式）H=900の記載がありますが、当該全体配置図では
設置する箇所の明記がありません。施工の有無また、設
置箇所についてご教示願います。

ガードパイプの施工はありません。車止めポールの設置場所
はA-054”造成計画図（構造物数量）”を参照ください。

全体配置図凡例に書かれておりますガードパイプＨ９００
は､造成計画図（構造物数量）に書かれております車止
めポール２９本と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

同上桝蓋のﾒｰｶｰ名･品番等御指示下さい。 桝1は縞鋼板t=8mmです。桝2と桝3は、T-14相当のグレーチ
ング蓋を施工者の想定で計上ください。

樹木支柱の種類･数量を､御指示下さい。 施工者にて想定の上、計上ください。

現況図に書かれておりますBF250･400･500の詳細を
御指示下さい。

ベンチフリュームⅡ種　JIS5372 です

水路付替排水路図に書かれております桝1～5は､ 現場
打コンクリート桝と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

桝1から桝3を本工事としてください。現場打コンクリートで考え
てください。桝４から桝５は別途工事としてください。

建物樋集水桝詳細の300角･450角･600角各数量及びH
寸法を御指示下さい。

３００角としてください。H寸法は600mmとしてください。

同上集水桝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋は､ｽﾁｰﾙ製と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

宜しいです。

同じく集水桝､ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋のﾒｰｶｰ名･品番等御指示下
さい。

施工者にて想定の上、計上ください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
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質　　問

212 意匠 A-069

213 意匠 A-070

　
意匠 　

214 意匠

A-015、
016

M-004
～006、

030

意匠

215 意匠 A-020

216 意匠 A-020

217 意匠
S-002、
A-011

218 意匠 A-024

219 意匠 A-024

220 意匠 A-013

221 意匠 A-024

222 意匠
A-

027~02
8

223 意匠 A-029

224 意匠
A-028、
S-019

225 意匠 A-029

226 意匠 A-032

表土・耕土（剥ぎ取り厚さ）について
発注図面（A-070）において、現況地盤（表土・耕土）を
剥ぎ取り、一部芝地へ流用するとなっておりますが、当
該土の剥ぎ取り厚さについての明示がありません。想定
している剥ぎ取り厚がありましたら、ご教示ください。

表土剥取りは、30ｃｍを想定しています。

雨水浸透施設（単粒砕石）について
雨水浸透施設に使用する単粒砕石は、3号砕石（S-40）
と考えればよろしいでしょうかご教示ください。

宜しいです。

（く体）
　

1・2階平面図の機械基礎リストと機械図の空調・衛生機
器表に記載のコンクリート基礎のサイズが異なる場合
は、意匠図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

両図面に基礎の寸法の記載があり、意匠図と機械図でことな
る場合は、寸法の大きい方の記載を正としてください。意匠図
にのみ記載がある場合は、意匠図を正としてください。

（鉄骨）

2階Y1通に鉄骨梁から持ち出す外壁支持鉄骨の記載が
ありますが、詳細が不明です。部材断面・ピッチを御指
示下さい。

[ -150×75×6.5×10＠600mmとしてください。

2階+8567.5レベルY1通に幕板の下地鉄骨の記載があり
ますが、詳細が不明です。部材断面・ピットを御指示下さ
い。

パネル下地：St　□-40×20×t1.6@1050mmとしてください。

S-002図では、(15)溶融亜鉛めっきの摩擦面リン酸処理
と記載されていますが、A-011図では、特記事項(7)仕上
塗装のない場合は溶融亜鉛メッキ+リン酸処理と記載さ
れています。A-011図を正と考えて宜しいでしょうか。

S-002の記載については、スプライスPL部の摩擦面処理に関
する記載ですあり、A-011の記載は、外部鉄部に関する記載
です。

2階+2515レベルX1通窓上部にH形鋼の記載があります
が、詳細が不明です。御指示下さい。

H-200×200×8×12としてください。

上記H形鋼について、連窓の上部に必要と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

連窓上部に必要です。
図面表記はありませんが、連窓下部にもH-200×200×8×12
を見込んでください。

全体配置図に記載されている埋設耐震性貯水槽のサイ
ズ及び土被り深さを御指示下さい。

サイズは２０７の通りとし、土被り1ｍ程度としてください。

滑車関連の記載が矩計図（5）に記載されていますが、
滑車が動き範囲については、Y2～Y8間と考えて宜しい
でしょうか。また大引のピッチ、高さ調整足・マシン架台・
滑車架台の長さ・ピッチ、吊材のピッチを御指示下さい。

Y4～Y6間と考えてください。
大引きピッチ：H-200×100×5.5×8＠2100mm　部材数：2
高さ調整足：H-100×100×6×8＠5050mm　部材数：4　長
さ：2100mm
マシン架台：H-125×125×6.5×9＠900mm　部材数：2　長
さ：2100mm
滑車架台：[ -125×65×6×8＠400ｍｍ/2000ｍｍ　部材数：
12  長さ：2100mm
吊材：φ24RBターンバックル付＠＠5050mm　部材数：4

階段受け間柱□-150x150x4.5の記載がありますが、柱
脚詳細が不明です。無収縮モルタルt=30x250x250、ア
ンカーボルト2-M16（L=320）と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

宜しいです。
B.PL-16としてください。

階段受け間柱□-100x100x6の記載がありますが、柱脚
詳細が不明です。無収縮モルタルt=30x200x200、アン
カーボルト2-M16（L=320）と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

宜しいです。
B.PL-16としてください。

階段2階平面詳細図ではH-400x200x8x13の梁にH-
250x125x6x9の梁が取り付く形となっていますが、2階伏
図ではSB50の梁にSB40の梁が取り付く記載となってい
ます。伏図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

意匠図を正としてください。

屋内階段2について、階段ササラ桁とRC部の取り合いが
不明です。他階段と同様とし、A.BOLT 1-M20（L=300）
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A.BOLT 2-M20としてください。

屋上機械スペースの記載がありますが、鉄骨架台は不
要と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-016”２階平面図”の機械基礎リストに記載とある鉄骨架台を
計上ください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。
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227 意匠 A-002

228 意匠 A-002

229 意匠 A-002

230 意匠 A-002

231 意匠 A-002

232 意匠 A-017

233 意匠
A-020-

026

234 意匠
A-020-

026

235 意匠
A-020-

026

236 意匠 A-021

237 意匠
A-020-

026

238 意匠
A-020-

026

239 意匠 A-025

240 意匠
A-020-

026

241
意匠
電気

A-026、
A-072

242 意匠

A-020-
026、E-

052-
054

243 意匠 A-069

244 意匠 A-069

245 意匠
A-015
～017

雨水浸透施設上端のレベルが凍結深度より浅い位置
にありますが、問題無いと考えて宜しいですか。
問題ありの場合、レベルの変更または、凍結対策等
ご指示ください。

宜しいです。

舗装の路盤厚さについて、凍結深度（45cm）を考慮
しなくてもよいものと考えて宜しいですか。
考慮必要な場合は、各舗装の構成を指示ください。

宜しいです。

屋根メンテナンス用のタラップは不要と考えて宜しいで
すか。
必要な場合、設置位置・仕様をご指示ください。

設置してください。屋外機スペース（２）の外壁に設置するもの
とします。

2階防火区画壁は屋根面まで達しているものと考えて
宜しいですか。
その場合、防火区画壁と接する主要構造部材の耐火
被覆の仕様をご指示ください。

宜しいです。
防火区画壁を支持する主要構造部については部材単位で、
吹付けロックウールt25としてください。

各室天井裏が可燃性の現場発泡ウレタン吹付となって
いますが、天井裏に自動火災報知設備等は、不要と
考えて宜しいですか。

耐火構造のため、消防法上の感知器設置は不要としてくださ
い。

展望広場部分に屋根からの雨水縦樋を開放する場合、
大雨時、ロビーに雨水が進入する可能性があります。
何らかの対策を必要とする場合、詳細をご指示ください。

屋根からの雨水縦樋は展望広場部分には開放しません。また
ルーフドレインの目詰まりに配慮し、X1通り側のパラペット部
にオーバーフロー管２カ所見込んでください。

屋根の外壁から跳ね出した樋部分が断熱ラインの中に
入っている記載となっていますが、断熱ラインの外と
考えて宜しいですか。

庇部分も含めてすべて断熱ラインの内側としています。

外壁開口部の上下に耐風梁の記載が見当たりません
が、耐風梁が必要と考えて宜しいですか。
その場合、部材をご指示ください。

上下にH200×200×8×12を見込むものとしてください。

２FL+4000以上にある鉄骨部材の仕様は、錆止め
塗装と考えて宜しいですか。

宜しいです。

同上部位には、鉄骨下地が必要と考えて宜しいですか。
その場合、部材をご指示ください。

桐井製作所　SQ-PowerBar同等品としてください。

柔剣道場天井部分（CH4500）に特定天井との記載が
ありますが、基準法上特定天井扱いとならない部位と
考えられます。
仕様を一般天井扱いとしても宜しいですか。

現計画では、避難場所となることから特定天井仕様としていま
す。

メインアリーナの2FL+3000より上部外周部に斜め壁
（グラスウールt25+GB-Pt12.5）がありますが、自然排煙
上問題無い事を確認済みと考えて宜しいですか。

宜しいです。

同上部位の上下に壁見切との記載がありますが、仕様
をご指示ください。

アルミ見切材としてください。

同上場所の土処理について、雑草の根等が残ります
が、「Ｂ種」と考え、盛土に使用しても宜しいですか。
不可の場合、処理方法をご指示ください。

雑草の根を含んだ土については盛土に使用することは不可と
してください。雑草の根については基本的に産業廃棄物とし
て処理してください。

1階建物外周部のRC立上りが150mmとなっており、車輛
の突入時、外壁・建具等の破損が懸念されますが、車輛
突入防止対策は不要と考えて宜しいですか。
必要な場合、詳細をご指示ください。

不要と考えてください。

宜しいです。現場良質土としてください。

「３．土工事」現在雑草が生えている場所ついて、草刈り
が必要と考えて宜しいですか。

宜しいです。

「３．土工事　埋戻し及び盛土」について、「Ｂ種」の記載
がありますが、外部購入土は、発生しないものと考えて
宜しいですか。

「３．土工事　建設発生土の処理」について、「耕土の
処分搬出先指定」の記載がありますが、一般土として
処分できるものと考えて宜しいですか。
不可の場合、どのように取り扱うかご指示ください。
（汚泥、産業廃棄物等）

一般土と考えています。

「特記仕様書(1) 2仮設工事」に「監督職員事務所の規模
は65m2」と記載がありますが、資料番号5-0「見積要項書
 6共通仮設工事の見積条件」には「発注者が使用できる
会議室(100m2かつ30人相当)及び工事監理者が使用
できる室(20m2かつ5人相当,ロッカー,打合せ机,インター
ネット設備,コピー・ファックス複合機)を併設すること。」
とあります。どちらを正と考えれば宜しいですか。

監督職員事務所については、特記仕様書によるものとしてく
ださい。会議室については、見積要項書に倣うものとしてくだ
さい。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。
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246 意匠
A-035
～037

247 意匠 A-017

248 意匠 A-020

249 意匠 A-026

250 意匠 A-026

251 意匠 A-016

252 意匠 A-024

253 意匠 A-024

254 意匠
A-024
A-032

255 意匠 A-032

2F屋上X10通ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端の仕上は､塗膜防水X-2程度
と考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

1階外周部のガラス面への防犯対応は不要と考えて宜し
いですか。

機械警備にて室の警戒を行っているため不要です。

2F屋上機械ｽﾍﾟｰｽ:機械基礎の仕上･形状が不明です｡
下記のよう考えて宜しいですか｡ご指示ください｡
■⑦～⑪基礎
□防水ｱｺﾞ H=150付
   天端･ｱｺﾞ塗膜防水･立上り防水立上げ
■⑫基礎
□防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ上ﾍﾞﾀ基礎
   天端･立上りｺﾝｸﾘｰﾄ素地仕上

■⑦～⑪基礎
宜しいです。
■⑫基礎
H200ｍｍとし、躯体立ち上がりとし、上記の同様の仕様として
ください。

2F屋上機械ｽﾍﾟｰｽ防水立上りの仕様が､X10通側は防
水ｱｺﾞ+ 乾式保護板となっていますが､X9通側は防水ｱ
ｺﾞ･乾式保護板無しとなっています｡
図の通り外周ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ側立上りと外壁側立上りで防水仕
様が変わるものと考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

X10通り側と同様にH300の立ち上がりがあるものとし、防水ｱ
ｺﾞ･乾式保護板ありとしてください。

風除室(2)屋根立馳葺きに『下地葺:ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ』
が､2行書き入れがありますが､ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞは1枚と
考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

風除室(2)屋根立馳葺き軒先に関する下記の項目につ
いてご指示ください｡
■軒樋の仕様･詳細
■軒樋落し口の仕様･詳細･数量
■竪樋の仕様･詳細

■軒樋の仕様･詳細
ﾌｯｿ樹脂塗装(ﾏｸﾞﾙｼｳﾑ含有)ｱﾙﾐ亜鉛合金めっき鋼板0.5㎜
厚材
■軒樋落し口の仕様･詳細･数量
SUS製線形1.2mm φ100mm、数量1
■竪樋の仕様･詳細
SGP-白　φ100ｍｍ

屋根短辺方向の水勾配が1/100となっていますが、鉄骨
のたわみ等により雨水が屋根面に滞流する可能性があ
ります。
対応が必要な場合は、勾配をご指示ください。

鉄骨のたわみなどを考慮した上で１/１００勾配を確保できるよ
う、施工者の提案をしてください。

RF曲面屋根『雪止め･丸環』について詳細が不明です｡
下記に関する詳細についてご指示ください｡
■SUS PL-9.0の形状寸法･表面仕上
■丸環:SUSφ19の形状寸法･表面仕上
■SUSφ139.8t3.0の取付詳細･表面仕上
■雪止め:L75*75*9の材種･取付詳細
■SUS t0.4の形状寸法･表面仕上

■SUS３０４ PL-9.0
形状寸法　W76mmH170mm@1792mm
表面仕上　研磨なし
■丸環:SUS３０４φ19
形状寸法　R100@1792mm
表面仕上　研磨なし
■SUS３０４φ139.8t3.0
取付詳細　立ち上がりカバーH130mm@1792mm
表面仕上　研磨なし
■雪止め:L75*75*9
材種  SUS３０４ 研磨なし
取付詳細 立ち上がりカバーH130mmにナットで取付
■SUS３０４ t0.4
形状寸法　吹込防止材立ち上がりカバーφ100t0.4 H130ｍｍ
@1792mm
表面仕上　研磨なし

2F屋上樋受石の仕様が不明です｡PC平板300角程度と
考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

2F屋上にﾊﾄ小屋がありますが､詳細が不明です｡
ﾊﾄ小屋の仕上･断面詳細等をご指示ください｡

ハト小屋の配管取り出し口W1500×H800としてください。
仕様は以下のとおりとしてください。
配管取りだし口：SUSt1.5
アゴ下：RCスラブの上、アスファルト防水保護断熱仕様　H500
程度
アゴ：塗膜防水
配管取り出し口屋根：コンクリート金鏝の上、塗膜防水

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

256 意匠 A-032

257 意匠
A-024
A-025
A-027

258 意匠
A-024
A-025

259
意匠
電気

A-011
A-025

260 意匠 A-032

261 意匠
A-011
A-025

262 意匠
A-011
A-025

263 意匠
A-026
A-030

264 意匠
A-026
A-030

265 意匠 A-026

266 意匠 A-030

267 意匠
A-017
A-022
A-030

268 意匠
A-011
A-028

2F屋上ｷｭｰﾋﾞｸﾙ廻りにﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷがありますが､詳細
が不明です｡
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ床材、根太等の床組鋼材、手摺の有無
（ある場合は仕様等）、階段等の仕上、詳細をご指示くだ
さい｡

施工者にて想定の上、計上ください。

2F屋上･階段室屋根･展望ひろばにｱﾙﾐ笠木があります
が､W寸法が不明です｡
それぞれについてｱﾙﾐ笠木のW寸法をご指示ください｡

図面より施工者にて想定し計上してください。

2F屋上･展望ひろばｽﾁｰﾙ手摺の笠木部材が不明です｡
支柱と同様に『FB-38*12』と考えて宜しいですか｡ご指示
ください｡

宜しいです。

仕上表にて展望ひろば手摺の仕上が､『SOP』となってい
ますが､矩計図では『外部に面する手摺はDP』となって
います｡
『DP』を正と考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

2F屋上～屋外鉄骨階段取合部に踏み台の図示がありま
すが､詳細が不明です｡踏み台の仕様･詳細をご指示く
ださい｡

施工者にて想定の上、計上ください。

仕上表にて2F展望ﾃﾞｯｷ防水仕様が(防滑仕様)となって
いますが､防水押えｺﾝｸﾘｰﾄがあるため､(防滑仕様)は不
要と考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

2F展望ひろば防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ床仕上が､不明です｡
ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝素地仕上と考えて宜しいですか｡ご指示くだ
さい｡

宜しいです。

1F風除室(1)前ﾎﾟｰﾁ床仕上が不明です｡ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝素
地仕上と考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

カラーアスファルト舗装としてください。

平面詳細図にて1F風除室(1･2)前にｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ側溝とあり
ますが､詳細が不明です｡
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋の仕様･詳細､側溝内の仕上･断面形状等を
ご指示ください｡

スリット側溝　SUS製
側溝　在来　側溝内防水モルタル塗　W240ｍｍH220mm

1F風除室(1)前ﾎﾟｰﾁ軒天:ｱﾙﾐ樹脂複合板の取付下地が
不明です｡軽鉄下地と考えて宜しいですか｡ご指示くださ
い｡

宜しいです。

1F搬出入口･通用口の仕上が不明です｡1F風除室(1)前
ﾎﾟｰﾁに倣うものと考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

矩計図にてY1通側1F物置場壁仕上が､『ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ』と
なっていますが､立面図･平面詳細図では『押出成形ｾﾒ
ﾝﾄ板』と相違しています｡
立面図･平面詳細図『押出成形ｾﾒﾝﾄ板』と考えて宜しい
ですか｡
ご指示ください｡

宜しいです。

屋外階段(1)廻り目隠しﾙｰﾊﾞｰの部材寸法が､仕上表で
は『120*50＠100』､階段詳細図では『30*75＠60』と相違
しています｡
何れが正ですか｡

特記仕様書に記載している６０×１００　＠１２０（ＡＢＣ商会：ブ
リンカースＢＬＦ－１００Ｖ）同等品としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

269 意匠 A-028

270 意匠 A-028

271 意匠
A-017
A-031
A-033

272 意匠 A-005

273 意匠
A-020
～026

274 意匠 A-011

275 意匠 A-029

276 意匠 A-029

277 意匠
A-020
A-023

278 意匠 A-020

279 意匠 A-020

280 意匠
A-003
A-011
A-022

鉄骨梁外壁貫通部の納まりが不明です｡
塞ぎ金物･止水等の納まりをご指示ください｡

塞ぎ金物は、アルミ PL4.5としてください。水切りはアルミ折り
曲げ加工t1.0としてください。
シール幅は15mmとし、外壁厚さ分はロックウールにて充填とし
てください。

屋外階段(1)土間の仕上が『ﾓﾙﾀﾙ敷き』となっています
が､図面ではﾓﾙﾀﾙの図示は見当たりません｡
ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝素地仕上と考えて宜しいですか｡ご指示くだ
さい｡

宜しいです。

西側X1通円柱ｱﾙﾐ樹脂複合板の詳細が不明です｡
下記について詳細をご指示ください｡
■円柱ﾊﾟﾈﾙのｻｲｽﾞ
■鉄骨面取付詳細
■1F足元の詳細
■2F足元防水立上り等をご指示ください｡

施工者にて想定の上、計上ください。
■円柱ﾊﾟﾈﾙのｻｲｽﾞ　φ４００mm
■鉄骨面取付詳細 メーカー標準による
■1F足元の詳細　パネル同材
■2F足元防水立上り　足元防水立ち上がりH200

特記:ﾕﾆｯﾄ及びその他工事にある下記の項目が図面上
見当たりません｡
必要な場合､詳細･必要数量等をご指示ください｡
■旗竿
■旗竿受け金物
■郵便受箱

■旗竿、旗竿受け金物
旗竿は配置図に記載のロープ型掲揚ポールを示しています。
 サンポール　FP-10U同等品としてください
■郵便受箱
ex-BOX ALB-1SL同等品としてください。数量は1つです。

軒先ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ及び軒天ｹｲｶﾙ板は､多角形･曲面の何れ
ですか｡
ご指示ください｡

多角形としてください。

竪樋SGP管の接続方法は､溶接･ねじ込みの何れです
か｡
ご指示ください｡

溶接としてください。

屋外階段2手摺の仕様が､手摺･手摺子笠木はｽﾃﾝﾚｽ
製､手摺子･横桟はｽﾁｰﾙ製となっています｡
手摺子･横桟もｽﾃﾝﾚｽ製と読み替えて宜しいですか｡
ご指示ください｡

手摺をSUS、それ他以外は全てSｔとしてください。

屋外階段2～展望ひろば床取合部に緩衝材･ｼｰﾘﾝｸﾞ等
は必要ですか｡
必要な場合､緩衝材の仕様､ｼｰﾘﾝｸﾞのｻｲｽﾞ等をご指示く
ださい｡

ブチルゴムt20としてください。

ｱﾘｰﾅｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞが､1FL-350となっていますが､外周部
に止水処理･断熱処理等は必要ですか｡
必要な場合､仕様･詳細をご指示ください｡

不要としてください。

RF曲面屋根～軒先幕板取合部の納まりが不明です｡
軒先水切･唐草等の詳細をご指示ください｡

水切りはフッソ樹脂塗装フェライト系ステンレス鋼板（屋根同
材）にて、曲面屋根と一体で構成するものとします。唐草はア
ルミパネルt2.0とし、シールで取り合います。

RF曲面屋根～谷樋取合部の納まりが不明です｡
水切等の詳細をご指示ください｡

谷樋はフッソ樹脂塗装フェライト系ステンレス鋼板（屋根同材）
にて、曲面屋根と一体で構成するものとします。

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝにおいて、特記仕様書及び仕上表にﾙｰﾌﾄﾞﾚ
ｲﾝの仕様が鋳鉄製とありますが、ステンレス防水屋根の
谷樋部は金属下地になるため、施工が難しいと考えられ
ます。
自在ドレインと考えて宜しいですか。

落し口にはステンレス製メッシュによる防塵網を設けることとし
ます。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

281 意匠
A-025
A-026

282 意匠 共通

283 （内部）

284 意匠 A-011

285 意匠 A-022

286 意匠 A-034

287 意匠
A-012
A-034

288 意匠
A-012
A-034

289 意匠 A-015

290 意匠 A-022

291 意匠
A-011
A-041

矩計図において、展望ひろば他の軒天井下地が
C-100×50×20×2.3＠900とありますが、下地ピッチが
＠900ですとケイカル板の止め付けも同ピットとなり施工
不可となります。
鉄骨下地に直付けするのではなく、軽鉄下地（吊材な
し）＠225を設けると考えて宜しいですか。

宜しいです。

下記の項目についてﾒｰｶｰ名･品番等をご指示ください｡
■2F屋上:断熱ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
■RF曲面屋根:ｽﾃﾝﾚｽ板葺き
■風除室屋根:金属板葺き
■階段室屋根:折版葺き
■腰壁:ｸﾘｱ塗装
■外壁:ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗装
■郵便受箱

■2F屋上:断熱ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
タジマルーフィング　PX-930R同等品としてください。
■RF曲面屋根:ｽﾃﾝﾚｽ板葺き
三晃金属工業　R-T工法同等品としてください。
■風除室屋根:金属板葺き
三晃金属工業　SX-40工法同等品としてください。
■階段室屋根:折版葺き
馳式折版山高165㎜、働き巾333㎜、材質はNS耐酸被覆鋼板
0.8㎜厚材です。
なお、折版裏面には結露防止材としてガラス繊維シート5㎜を
貼り付ける仕様とします。
■腰壁:ｸﾘｱ塗装
エスケー化研 セラミクリートガード工法　セラミクリートガードF
（フッ素樹脂系）同等品
■外壁:ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗装
ノザワアスロック　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂工場塗装同等品としてくださ
い。
■郵便受箱
ex-BOX ALB-1SL同等品としてください。

各WC等の巾木仕上 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ巻き上げ部に､ｽﾃﾝﾚｽ
製端部押え縁程度を見込んで宜しいですか｡

巻き上げ端部には塩ビ見切りを見込むものとしてください。

矩計図によるとWC間の間仕切にｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填の図示
がありますが､選手廊下との取合いには見当たりません｡
また､他のWCにもｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填が必要かと考えられま
す｡
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填が必要な間仕切を具体的にご指示くださ
い｡

WC（男）とWC（女）間の間仕切り、WCとその他の諸室間の間
仕切りには、ｸﾞﾗｽｳｰﾙを充填してください。

各WCのﾗｲﾆﾝｸﾞの高さについてですが､下記のように考
えて宜しいですか｡
･洗面裏-H=1000
･小便器-H=1000
･大便器-H=1400

･洗面裏-H=900
･小便器-H=1200
･大便器-H=800

各WCの仕上表に手摺(ｶｳﾝﾀｰ)の指示がありますが､図
中に見当たりません｡無しと考えて宜しいですか｡

各トイレ（１F男子WC、１F女子WC、２F男子WC、２F女子WC）
に各1箇所ずつ見込んでください。

多機能WCの仕上表に化粧鏡の指示がありますが､図中
に見当たりません｡1ｹ所ずつ見込んで宜しいですか｡

１箇所ずつ見込むものとしてください。LIXIL　KF-3610AS同
等品としてください。

各機械室等の機械基礎の仕上についてですが､床仕上
と同様と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

防火区画以外の一般のLGS間仕切について､基本天井
までで､直天井部及びWC廻りのｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填の間仕切
のみ､ｽﾗﾌﾞ下及び屋根下までと考えて宜しいですか｡

宜しいです。

仕上表による壁下地LGSは､詳細図による軽量鉄骨下地
を表すものと考えて宜しいですか｡

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

292 意匠 A-020

293 意匠 A-002

294 意匠

295 意匠
A-011
A-020
A-023

外壁面のRC立上り部に断熱材の図示が見当たりません
が､見込んで宜しいですか｡

宜しいです。

特記仕様書にて化学物質の濃度測定の指示があります
が､測定箇所数が不明です｡ご指示ください｡

メインアリーナ：4箇所
器具庫（1）：3箇所
物置場：1箇所
更衣室（女）2：1箇所
WC（女）2：1箇所
空調機械室（1）：2箇所
受水槽室：1箇所
消化ポンプ室：1箇所
職員更衣室：1箇所
幼児体育室：1箇所
ラウンジ1：2箇所
放送室：1箇所
事務室：2箇所
エントランスホール：3箇所
会議室：3箇所
トレーニング室兼多目的体育室：3箇所
サブアリーナ：4箇所
（2F）
ロビー：2箇所
空調機械室（2）：2箇所
WC（女）3：1箇所
柔剣道場：3箇所

下記の仕様及びﾒｰｶｰ名･品番等の指示があれば､ご指
示ください｡
･鉄骨耐火塗料
･SW 壁 磁器質ﾀｲﾙ 100角
･床 ｹｲ酸塩素ｺﾝｸﾘ-ﾄ表面強化剤
･床 水性ｱｸﾘﾙ防塵塗装(鋼製床下)
･2F柔剣道場 床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
･WC 壁 不燃化粧板 t=3.0
･床 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ H=50
･ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ他 床 鋼製床組 H=350
･1F身障者SW 壁付手摺(A-034)
･1F給湯室 ﾐﾆｷｯﾁﾝ
･各WC他 洗面ｶｳﾝﾀｰ
･1F SW ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ(A-034)
･1F器具庫 造作木製棚(A-011)

･鉄骨耐火塗料
エスケー化研　SKタイカコート同等品
･SW 壁 磁器質ﾀｲﾙ 100角
LIXIL　ミルルフロア同等品
･床 ｹｲ酸塩素ｺﾝｸﾘ-ﾄ表面強化剤
ＡＢＣ商会　セラミキュア同等品
･床 水性ｱｸﾘﾙ防塵塗装(鋼製床下)
ＡＢＣ商会：カラートップＡ同等品
･2F柔剣道場 床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
施工者にて想定の上、計上ください
･WC 壁 不燃化粧板 t=3.0
アイカ工業　セラール同等品
･床 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ H=50
ナカ工業　IBフロア　AF-DP同等品
･ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ他 床 鋼製床組 H=350
メインアリーナ：三洋工業　スリーベースMB同等品
サブアリーナ：三洋工業　スリーベースVP 3t同等品
柔剣道場　：三洋工業　スリーベースSS10-2t同等品
･1F身障者SW 壁付手摺(A-034)
材質はステンレス+軟質樹脂とし、寸法は図面から施工者にて
想定の上、計上ください。
･1F給湯室 ﾐﾆｷｯﾁﾝ
Ｈ２５００（天井高さ迄）　周囲仕上：ポリ合板　ガス２口、電気温
水器付としてください。
･各WC他 洗面ｶｳﾝﾀｰ
天板：人工大理石t9mm
開き扉：不燃化粧板t3（下部掘込把手付）としてください。
･1F SW ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ(A-034)
在来工法とし、表面材： 高圧メラミン樹脂化粧板、裏打材：ポリ
プロピレンシートとし、H2400mmとしてください。
･1F器具庫 造作木製棚(A-011)
特に指定はありません。施工者にて想定の上、計上ください。

1Fﾒｲﾝｱﾘｰﾅ・ｻﾌﾞｱﾘｰﾅにて､巾木が仕上表のH90と矩計
図H200で相違しています。
H200を正と考えて宜しいですか。
また､仕上はCL塗で宜しいですか｡

H200を正とし、仕上げはCLとしてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

296 意匠
A-011
A-020
A-023

297 意匠
A-007
A-011
A-041

298 意匠 A-030

299 意匠 A-041

300 意匠 A-024

301 意匠 A-024

302 意匠
A-012
A-032

上記、巾木の仕上はCL塗と考えて宜しいですか｡ 宜しいです。

1Fﾒｲﾝｱﾘｰﾅ・ｻﾌﾞｱﾘｰﾅにて､以下の体育器具詳細図を
ご指示ください｡
(1)ｺｰﾄﾗｲﾝの詳細｡
(2)ｺｰﾄｺｰﾅｰﾎﾟｲﾝﾄの仕様・詳細･施工箇所｡
(3)ﾎﾟｰﾙ金具の仕様・詳細｡
(4)電動式ﾊﾞﾄﾝ13ｍの仕様・詳細・施工場所･補強等｡

１）バドミントンコートライン：ウレタン系塗料40mm
フットサルコートライン：ウレタン系塗料80mm
その他コートライン：ウレタン系塗料50mm
２）バドミントンコートライン：ウレタン系塗料40mm
フットサルコートライン：ウレタン系塗料80mm
その他コートライン：ウレタン系塗料50mm
(3)
○メインアリーナ
（バレーボール用床金具）
Senoh KD841079同等品×12個
（バドミントン用床金具）
Senoh KD861079同等品×20個
（バスケットボール用床金具）
Senoh KZ800079同等品×18個
（床金具用天板開閉具）
Senoh KD841079同等品×12個
○サブアリーナ
（バレーボール用床金具）
Senoh KD841079同等品×2個
（バドミントン用床金具）
Senoh KD861079同等品×6個
（床金具用天板開閉具）
Senoh KD841079同等品×4個
(4)電動式ﾊﾞﾄﾝ13ｍの仕様・詳細・施工場所･補強等｡
施工範囲はY4～Y6間と考えてください。
大引きピッチ：H-200×100×5.5×8＠2100mm　部材数：2
高さ調整足：H-100×100×6×8＠5050mm　部材数：4　長
さ：2100mm
マシン架台：H-125×125×6.5×9＠900mm　部材数：2　長
さ：2100mm
滑車架台：[ -125×65×6×8＠400ｍｍ/2000ｍｍ　部材数：
12  長さ：2100mm
吊材：φ24RBターンバックル付＠＠5050mm　部材数：4

1Fﾒｲﾝｱﾘｰﾅ・放送室にて､置床用の床下点検口200角
の仕様納まりをご指示ください｡

ナカ工業　ニューハッチNHEⅡシリーズ同等品としてくださ
い。
サイズは450mm×450mmとしてください。

1Fﾒｲﾝｱﾘｰﾅにて､C型鋼間仕切LW-1緩衝付支持ｽﾀﾝﾄﾞ
及び間柱の部材等､詳細･納まり等､要領をご指示くださ
い｡

メーカー仕様に倣うものとしてください。

2F観覧席にて､観覧席手摺H1100の部材寸法･仕様をご
指示ください｡

手摺：St FB-9×38 SOP
手摺支柱：St FB-9×38@900ｍｍ SOP
客席下段床レベルからの高さを示すものとし、手摺支柱のみ
＋5００と考えてください。

2F観覧席にて､X1通､ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽはｻﾌﾞｱﾘｰﾅ同様､
W150*H100　ｽﾁｰﾙt=1.0加工 ｱﾙﾐｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ﾀﾞﾌﾞﾙと考
えて宜しいですか｡

St t1.0 W１８0mm×H150mm
タチカワブラインド　ファンティア同等品としてください。

2F観覧席にて､樹脂製固定ﾍﾞﾝﾁの工事区分､仕様､詳
細・ﾒｰｶｰ･品番をご指示ください｡

建築工事としてください。
コトブキシーティング　BLM-1500シリーズ同等品としてくださ
い。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

303 意匠 A-024

304 意匠 A-024

305 意匠
A-012
A-032

306 意匠 A-032

307 意匠 A-024

308 意匠 A-020

309 意匠 A-020

310 意匠 A-020

311 意匠 A-024

312 意匠
A-011
A-020
A-023

313 意匠
A-011
A-023
A-031

314 意匠
A-023

315 意匠 A-031

316 意匠 A-031

317 意匠
A-023
A-031

318 意匠
A-023
A-031

319 意匠
A-011
A-031

320 意匠
A-011
A-031

321 意匠 A-014

2F観覧席にて､ﾈｯﾄ用基礎は矩計図1のA部床下基礎同
仕様と考えて宜しいですか。
また､仕上も併せてご指示ください｡

Senoｈ HA663000 取り外し型支柱ハンドル操作巻き上げ式同
等品としてください。

上記､仕上も併せてご指示ください｡ 上記の通りです。

2F観覧席にて､ｾﾊﾟﾚｰﾄﾈｯﾄ巻付ｳｲﾝﾁ支持金具の仕様・
詳細をご指示ください｡

表現は異なりますが、質疑番号303のことを指しています。

2F観覧席にて､間仕切ﾈｯﾄの高さ､ﾎﾟｰﾙの寸法･仕様を
ご指示ください｡

支柱St　φ76.3　ポールH1800
W40000mm×H6700mm　ポリエチレン110mm目

2F観覧席にて､上部斜壁の下地(鉄骨補強部材寸法等)
取付に必要な仕様をご指示ください｡

桐井製作所　SQ-PowerBar同等品としてください。

2F観覧席にて､上部斜壁の裏の柱2'C1･2は耐火塗料は
不要と考えて宜しいですか｡

耐火塗料ではなく、耐火被覆吹付ロックウールt25としてくださ
い。

耐火塗料下地はｴﾎﾟｷｼ錆止めと考えて宜しいですか。 宜しいです。

上記､耐火塗料のﾒｰｶｰ･品番もあわせてご指示くださ
い｡

エスケー化研　SKタイカコート同等品としてください。

2F観覧席にて､点検歩廊手摺の支柱･手摺子ﾋﾟｯﾁ等､部
材詳細をご指示ください｡

手摺：FB-9×38　SOP
支柱：FB-9×38　SOP＠1250mm
横桟：FB-9×38　SOP
としてください。
A-024”矩計図（5）”に記載しているφ３４は訂正させてくださ
い。

1Fﾒｲﾝｱﾘｰﾅ・ｻﾌﾞｱﾘｰﾅにて､天井ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50の母屋
の取付方法等､落下防止処置はどのような留め方で考え
れば宜しいですか｡

コンフォートテック　CPS工法同等品としてください。

1Fｻﾌﾞｱﾘｰﾅにて､床下地が､仕上表ではﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄH75･
ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t20の記載ですが､矩計図では図示が見
当たりません｡
矩計図を正と考えて宜しいですか。
仕上表が正の場合は、納まりを図示ください｡

仕上表を正としてください。

1Fｻﾌﾞｱﾘｰﾅにて､AW1の膳板がｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt2.0SOPです
が電解着色で宜しいですか｡

膳板はSt SOPとしてください。

1Fｻﾌﾞｱﾘｰﾅにて､防護ﾊﾟｯﾄﾞの材種･ﾒｰｶｰ･品番をご指
示ください｡

Senoh HZ9100同等品としてください。

1Fｻﾌﾞｱﾘｰﾅ～器具庫2の間の前室はｱﾘｰﾅ仕上同等と
考えて宜しいですか｡

宜しいです。天井高さはH3500ｍｍとし、天井材はGB-Dt9.5
としてください。

2F柔剣道場にて､Y14通､床換気用ｶﾞﾗﾘが平面詳細図に
ありますが､矩計図では図示が見当たりません。
AW1膳板に設置すると考えて宜しいですか。

膳板付近の床部分に設置してください。

上記、床換気用ｶﾞﾗﾘの材質、仕様等と併せてご指示くだ
さい｡

Stガラリとしてください。

2F柔剣道場にて､床､置き敷畳は半畳縁なし(琉球畳)を
全面に施工と考えて宜しいですか｡

Senoh EA999999同等品としてください。

2F柔剣道場にて､特記仕様のﾌﾛｰﾘﾝｸﾞと考えて宜しいで
すか｡

宜しいです。

地下ﾋﾟｯﾄにて､人通口1000*1000の施工場所をご指示く
ださい｡

人通口はφ600mmのみとしてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

322 意匠 A-014

323 意匠
A-012
A-027

324 意匠 A-024

325 意匠 A-014

326 意匠 A-011

327 意匠
A-011
A-031

328 意匠 A-031

329 意匠 A-031

330 意匠
A-025
A-026

331 意匠 A-030

332 意匠 A-006

333 意匠 A-031

334 意匠
A-012
A-031

335 意匠 A-011

336 意匠
A-012
A-031

337 意匠
A-011
A-031

地下ﾋﾟｯﾄにて､平面図凡例､消火水槽･雑用水槽内は
300φ施工箇所をご指示ください｡

φ300の施工はありません。

地下ﾋﾟｯﾄにて､天井が仕上表では断熱の指示ですが､階
段詳細図1の矩計では図示が見当たりません｡
全て施工と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

地下ﾋﾟｯﾄにて､断熱折り返しが､矩計図で一部床～天井
までの図示ですが､全てH600とし外周部のみ施工と考え
て宜しいですか｡

宜しいです。

消火水槽の仕様が不明です｡床･壁：ｹｲ酸質系塗膜防
水/天井:ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ打込t=30/梁型：打放補修と考
えて宜しいですか｡

宜しいです。

1F放送室の壁ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ端部押え縁はｱﾙﾐ製と考えて宜
しいですか｡

宜しいです。

1F廊下ﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ室前他で床見切とありますが､仕上表特
記事項のSUS目地棒6*12と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

可動間仕切天井裏ﾚ-ﾙ補強の仕様をご指示ください｡ ○トレーニング室兼多目的利用室
吊材　L-50×50×4＠1500mm（レール両側）
振れ止め斜材　L-50×50×4＠3000mm（レール両側）
○会議室
吊材　L-30×30×3＠1000mm（レール両側）
振れ止め斜材L-30×30×3＠2000mm（レール両側）
○幼児体育室
レール下地鉄骨梁　H100×100×6×8
受けネコ　L-50×50×4　L300ｍｍ＠1000mm
吊材　L-30×30×3＠1000mm（レール両側）

1F会議室､ﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ室兼多目的利用室でｻｯｼｭ～柱取
合部分に見切縁ｽﾁ-ﾙ60*25程度が必要と考えて宜しい
ですか｡

宜しいです。

各室のｶ-ﾃﾝﾎﾞｯｸｽのｻｲｽﾞはW150*H100と考えて宜しい
ですか｡
部屋によりｻｲｽﾞが異なる場合は詳細をご指示ください｡

W180mm×H150mm程度としてください。

各室の一方枠､三方枠の仕様はｽﾁ-ﾙSOP塗と考えて宜
しいですか｡

宜しいです。

特記仕様書でﾋﾟｸﾁｬ-ﾚ-ﾙ図示とありますが､範囲､仕様
をご指示ください｡

ピクチャーレールはありません。

1F会議室でｽｸﾘ-ﾝがありますが､取付下地補強が必要
の場合､下地補強の詳細をご指示ください｡

施工者にて想定の上、計上ください。

1Fﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ室の姿見鏡について､仕上表と平面詳細図と
で相違します｡
平面詳細図のW11400*H2500を正と考えて宜しいです
か｡

宜しいです。
W1140×H2500×10枚としてください。

1Fｴﾝﾄﾗﾝｽﾎ-ﾙの仕上表に壁付掲示ﾎﾞｯｸｽとありますが､
仕様･詳細､取付範囲をご指示ください｡

施工者にて想定の上、計上ください。

仕上表で1～2階(共通)EVﾎ-ﾙとありますが､2階のEVﾎ-
ﾙに適用と考えて宜しいですか｡
その場合､1F　EVﾎ-ﾙ仕上は仕上表の廊下会議室前の
仕上表を適用して宜しいですか｡

仕上表にEVホールの記載がありますが、１Fはエントランス
ホール及び、２Fはロビーの仕上げに倣うものとしてください。

1F幼児体育室の仕上表に洗面ｶｳﾝﾀ-､ﾗｲﾆﾝｸﾞとありま
すが､平面詳細図では見当たりません｡
洗面ｶｳﾝﾀ-､ﾗｲﾆﾝｸﾞは不要と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

338 意匠
A-011
A-031

339 意匠
A-011
A-031

340 意匠
A-005
A-011
A-020

341 意匠 A-031

342 意匠 A-029

343 意匠 A-027

344 意匠 A-027

345 意匠
A-012
A-031

346 意匠 A-026

347 意匠
A-011
A-031

348 意匠
A-031

349 意匠
A-031

350 意匠 A-022

351 意匠
A-011

352 意匠 A-011

353 意匠 A-011

前室(放送室､応接室)の仕上表が見当たりません｡
応接室の仕上に同じと考えて宜しいですか｡

事務室、医務室の仕上げに倣うものとしてください。

前室(事務室､医務室)の仕上表が見当たりません｡
事務室､医務室の仕上に同じと考えて宜しいですか｡

宜しいです。

事務室の床下地が矩計図でOAﾌﾛｱとありますが､仕上
表､特記仕様書のFA､ﾌﾘ-ｱｸｾｽﾌﾛｱと考えて宜しいです
か｡

宜しいです。

1Fﾗｳﾝｼﾞ1･2で床見切よりｴﾝﾄﾗﾝｽﾎ-ﾙ側は､ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎ-
ﾙの床仕上にあわせると考えて宜しいですか｡

宜しいです。

階段(2)(ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎ-ﾙ)の手摺が延H1420とありますが､寸
法が1100+200+150+75=1525となり、相違します｡
延H1520を正と考えて宜しいですか｡

宜しいです。
またガラス手摺は強化合わせガラス15+15としてください。

階段(1)の仕上表が見当たりません｡床､壁仕上は階段詳
細図に記載ありますが､天井仕上が不明です｡
天井はEP塗装と考えて宜しいですか｡

GB-Rt9　EPとしてください。

階段(1)下倉庫の仕上表が見当たりません｡
下記のように考えて宜しいですか｡
･床ｺﾝｸﾘ-ﾄ金鏝素地
･巾木ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60
･壁EP-G
･段裏SOP塗装

・床　ケイ酸塩素コンクリート表面強化剤
・壁　ボード素地
・天井　素地（段裏ＳＯＰ）

1Fﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ室兼多目的室前ｽﾍﾟ-ｽの下足入が、仕上表
で
W2900*D700*H2200*2とありますが､平面詳細図より
W2900*D400　1ｹ所W4400*D400　1ｹ所を正と考えて宜
しいですか｡

W2900*D400　1ヶ所　　W4300*D400　1ヶ所　とします。

自立手摺の目隠しﾌｨﾙﾑについてﾒ-ｶ-同等品があれば
ご指示ください｡

３M　3イルミナシルキーＷ　同等品としてください。

各室下足入が仕上表で造作木製棚とありますが､仕様､
詳細をご指示ください｡

施工者にて想定の上、計上ください。

1F事務室の受付ｶｳﾝﾀ-の仕様をご指示ください｡ 天板はメラミン化粧板としてくだい。
その他は室の仕上げ同様としてください。

1F幼児体育室～ﾗｳﾝｼﾞ2に下がり天井ﾗｲﾝがみられます
が､天井仕上材と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

特記仕様書で耐火被覆　耐火材巻付け　図示とあります
が､範囲､仕様をご指示ください｡

器具庫見え掛かり鉄骨の耐火被覆のことです。

仕上表の耐火構造ﾘｽﾄで梁､柱　吹抜廻りｾﾗﾐｯｸ系耐火
被覆材とありますが､範囲の詳細をご指示ください｡

ｾﾗﾐｯｸ系耐火被覆材の範囲はありません。

仕上表の耐火構造ﾘｽﾄで梁　外壁部　鉄骨造+押出成型
ｾﾒﾝﾄ板　ﾛｯｸｳ-ﾙt30　とありますが､今回外壁面梁が外
壁より内側に離れてくるため、該当箇所はなしと考えて
宜しいですか｡

宜しいです。

仕上表の耐火構造ﾘｽﾄで柱　外壁部　鉄骨造+押出成型
ｾﾒﾝﾄ板　ﾛｯｸｳ-ﾙt30　とありますが､今回外壁面柱が外
壁より内側に離れてくるため、該当箇所はなしと考えて
宜しいですか｡

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

354 意匠 A-011

355 意匠 A-027

356 意匠 A-027

357 意匠

A-020
～026、
A-030
～033

358 意匠 A-023

359 意匠 A-024

360 意匠 A-026

361 (建具)

362 意匠 A-036

363 意匠
A-004
A-036

364 意匠 A-036

365 意匠 A-036

366 意匠 A-036

367 意匠
A-036
A-037

仕上表の耐火構造ﾘｽﾄで梁　けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t20､t25
とありますが該当箇所はなしと考えて宜しいですか｡
必要であれば､範囲の詳細をご指示ください｡

宜しいです。

仕上表の耐火構造ﾘｽﾄで床　ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚ-ﾄ､鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ､
吹付ﾛｯｸｳ-ﾙt15　とありますが該当箇所はなしと考えて
宜しいですか｡
必要であれば､範囲の詳細をご指示ください｡

宜しいです。

屋内階段　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部に断熱材は必要ですか｡
必要であれば､仕様､範囲の詳細をご指示ください｡

必要です。
ウレタンフォームt25裏打ちとしてください。

平面詳細図において、「凡例」で壁符号を□で囲んだも
のは天井下壁を表す記載がありますが、図面中に見当
たりません。
また、矩計図には、天井下の壁が記載されています。
天井下壁のわかる平面図をご提示ください。

質疑番号290の通りとしてください。

ｱﾘｰﾅのFL-350部の外壁面に断熱材がありませんが､断
熱材を見込んで宜しいでしょうか｡御指示ください｡

宜しいです。

2FLｽﾗﾌﾞ下に断熱材の指示がありませんが､ﾋｰﾄﾌﾞﾘｯｼﾞ
対策で断熱材の折り返し等は必要無いでしょうか｡必要
でしたら､仕様及び範囲等の詳細を御指示下さい｡

W600の範囲で現場発泡ウレタンフォーム吹付t30を見込んで
ください。

風除室の天井内等に断熱材の図示がありませんが､外
壁面には全て断熱材を見込んで宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

宜しいです。

AW-1～4､ACW-2の複層ｶﾞﾗｽについて､空気層が不明
です｡
空気層A6と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

ｱﾙﾐ製建具の性能について､建具表共通事項で､気密性
A-3とA-4､遮音性T-1とT-2の二つに印が付いています
が､特記仕様書では､耐風圧S-5､気密性A-4､水密性W-
5､遮音性T-2となっています｡
特記仕様書を正と考えて宜しいですか｡

建具表内に遮音仕様の記載があるものについては、A-4、T-
2を要求しております。

AW-1～3について､建具表ｶﾞﾗｽ欄で､(ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ部)と記
載がありますが､ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ部は該当なしと考えて宜しい
ですか｡
該当する場合､該当範囲をご指示ください｡

不要としてください。

AW-3のｶﾞﾗｽについて､建具表で､(ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ
部)FL6+A+HS6と記載がありますが､ｶﾞﾗｽ記号HSの凡例
が見当たりません｡
ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ部が該当する場合､ｶﾞﾗｽ記号HSのｶﾞﾗｽ種をご
指示ください｡

該当部分はありません。

AW-1～4の網戸について､可動網戸と考えて宜しいで
すか｡

宜しいです。

AW-1～7､ACW-1･2について､建具表で､額縁､膳板と
記載がありますが､額縁と膳板はｱﾙﾐ製と考えて宜しいで
すか｡

額縁、膳板ともにSt SOPとしてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

368 意匠
A-022
A-024
A-037

369 意匠 A-006

370 意匠
A-004
A-037

371 意匠 A-037

372 意匠 A-037

373 意匠 A-037

374 意匠 A-037

375 意匠
A-004
A-037

376 意匠

377 意匠
A-006
A-037

378 意匠 A-037

379 意匠 A-037

380 意匠 A-037

381 意匠 A-037

382 意匠 A-037

383 意匠 A-038

AW-5･6について､建具表で､飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼となって
いますが､矩計図(3)･(5)では､遮光ﾌｨﾙﾑ貼となっていま
す｡矩計図より､遮光ﾌｨﾙﾑ貼と考えて宜しいですか｡

遮光フィルムとしてください。

ｱﾙﾐ製建具について､特記仕様書(5)で､ｱﾙﾐ製建具 三
協立山ｱﾙﾐ ARM-S/MGT-70/NL-R 同等品と記載があ
りますが､使い分けが不明です｡それぞれのﾒｰｶｰ品番に
該当する建具をご指示ください｡

MGT-70：一般サッシ
NL-R：アルミカーテンウォール

ACW-1･2について､耐風圧､気密性､水密性が特記仕様
書で不明です｡
ｱﾙﾐ製建具と同性能と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

ACW-1のﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞについて､ｹｲｶﾙ板面にEP塗装が必
要と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

ACW-1について､ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞ面のｶﾞﾗｽはﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ t=6.0
と考えて宜しいですか｡

熱割れによる倍強度仕様とし、FL6+A+HS6としてください。

ACW-1の網戸について､網戸の形式をご指示ください｡ 不要としてください。

ACW-2について､電動ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(隠蔽式)が付くと考えて
宜しいですか｡

宜しいです。

ACW-1･2について､特記仕様書で､映像調整を行う(建
具表よる)に印が付いていますが､建具表で映像調整の
記載は見当たりません｡
映像調整は行わないと考えて宜しいですか｡

宜しいです。

上記質疑に関して､映像調整を行う場合､該当建具と該
当範囲をご指示ください｡

上記の通りです。

ACW-1･2について､特記仕様書で､三協立山ｱﾙﾐ NL-R
同等品､ﾆｭｰｽﾄ 木ｱﾙﾐ複合ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 同等品と記載が
ありますが､三協立山ｱﾙﾐ NL-Rが該当と考えて宜しいで
すか｡

施工者の判断によるものとしてください。

SW-1～3の仕上について､建具表で､B-2となっています
が､建具記号がｽﾁｰﾙ製の為､ｽﾁｰﾙ SOP塗装と考えて
宜しいですか｡

宜しいです。

SW-3について､建具表で､額縁､膳板と記載があります
が､額縁と膳板はｽﾁｰﾙ製(SOP塗装)と考えて宜しいです
か｡

宜しいです。

STD-1-1について､ﾅﾌﾞｺ ﾛｽｶﾄﾞｱ 同等品となっています
が､両袖FIX部のｶﾞﾗｽ(強化8+A12+強化8)はｶﾞﾗｽ工事と
考えて宜しいですか｡

宜しいです。

STD-1-1､GP-1の衝突防止ﾏｰｸのｽﾊﾟﾝについて､@300
程度と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

GP-1について､ｽﾃﾝﾚｽ部の曲げ加工はSTD-1-1に倣う
と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

LSDの枠の仕上について､建具表で､化粧鋼板 t=0.8と
なっていますが､SOP塗装と読み替えて宜しいですか｡

t1.6でSOPとしてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

384 意匠
A-038
A-071

385 意匠

386 意匠 A-038

387 意匠 A-039

388 意匠 A-039

389 意匠

390 意匠
A-035
A-039

391 意匠
A-004
A-039

392 意匠
A-039
A-071

393 意匠 A-040

394 意匠 A-040

395 意匠
A-040
M-012
M-013

396 意匠 A-040

397 (外構)

398 意匠
A-5
A-13

399 意匠 A-5

LSD-1-7･1-8について､建具表で､防火性能の記載は見
当たりませんが､
法ﾁｪｯｸ図では､防火設備となっています｡
法ﾁｪｯｸ図より､防火設備と考えて宜しいですか｡

EPS扉（SD1-28）、給湯室（LSD1-8）、授乳室扉（LSD1-8）は
防火設備不要としてください。
LSD-1-7については法チェック図では防火設備にはなってな
いかと思います。

上記質疑に関して､防火設備の場合､ｶﾞﾗﾘ部にFDが付く
と考えて宜しいですか｡

上記の通りです。

LSD-1-7～1-9･1-11･1-12･2-2のｶﾞﾗﾘについて､材質と
仕上げをご指示ください｡

アルミガラリ　表面処理B-2としてください。

SD-1-29･1-31について､建具表形式欄で､ｽﾁｰﾙﾄﾞｱと
なっていますが､建具表備考欄では､ｱﾙﾐ製となっていま
す｡
ｱﾙﾐ製を正と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

上記､ｱﾙﾐ製の場合､仕上は､他のｱﾙﾐ製に倣うと考えて
宜しいですか｡

宜しいです。

上記質疑に関して､SD-1-12もｱﾙﾐ製と考えて宜しいで
すか｡

宜しいです。

SD-1-17について､ｷｰﾌﾟﾗﾝで､建具記号にT2と記載があ
りますが､遮音性T-2の事と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

SD-1-24･1-25について､特記仕様書で､遮音を必要と
する扉は､扉見込60･遮音性T-3となっていますが､建具
表特記事項では､防音ﾄﾞｱはTL=30dB(125～4000Hz)と
する｡となっています｡
建具表特記事項より､SD-1-24･1-25は､TL=30dB(125～
4000Hz)と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

SD-1-26･1-28について､建具表で､防火性能の記載は
見当たりませんが､法ﾁｪｯｸ図では､防火設備となってい
ます｡
法ﾁｪｯｸ図より､防火設備と考えて宜しいですか｡

SD-1-26は防火設備とし、SD-1-28は防火設備不要としてくだ
さい。

SS-1･2の枠について､建具表で､仕上 BEとなっています
が､枠の材質はｽﾁｰﾙ製と考えて宜しいですか｡

ステンレス　t1.5　HLとしてください。

SS-1･2のｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ､ﾏｸﾞｻ､座板の仕上について､HL仕
上と考えて宜しいですか｡

全てSUS　HLとしてください。

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘについて､空調設備 ﾀﾞｸﾄ平面図で､ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯ
ｸｽの記載がありますが､ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽは設備工事と考え
て宜しいですか｡

宜しいです。

建具表特記事項で､外部に接する扉には枠上部に水切
り(SUS304 t=1.5)を付ける｡と記載がありますが､外部SD
が該当すると考えて宜しいですか｡

宜しいです。

外構 ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装範囲において､視覚障害者用床
材の記載がありますが､仕様が不明です｡
ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製 300角を採用と考えて宜しいですか｡

ステンレス鋲打としてください。

特記仕様書(4)20ﾕﾆｯﾄ及びその他の工事において､25
敷地境界石標の記載がありますが､設置場所が不明で
す｡
設置場所をご指示ください｡

A-009”敷地求積図”において、体育館用地の測点分設置し
てください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

400 意匠 A-5

401 意匠
A-5
A-55

402 意匠 A-6

403 意匠 A-15

404 意匠 M-33

405 意匠 M-37

406 意匠 A-13

407 意匠 A-13

408 意匠 A-13

409 意匠 A-13

410 意匠
A-13
A-55

411 意匠
A-13
A-54

412 意匠
A-13
A-62

特記仕様書(4)20ﾕﾆｯﾄ及びその他の工事において､29
屋外掲示板の記載がありますが､詳細が不明です｡
設置場所､掲示板仕様･基礎詳細をご指示ください｡

サイン図に記載しているものが全てです。サイン図を参照くだ
さい。

北側ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ横において､常設駐輪場の記載がありま
すが､詳細が不明です｡駐輪場詳細図をご指示ください｡

塗料はトラフィックペイントとしてください。
身障者用駐車場にゼブラゾーンL6000 8ｹ所を見込んでくださ
い。

特記仕様書(5)22舗装工事において､以下に示す試験の
記載がありますが､詳細が不明です｡各試験の実施箇所
数をご指示ください｡
･路床土の支持力比試験
･路床締固め度の試験
･現場CBR試験

長野県土木工事品質管理基準及び規格値に倣うものとしてく
ださい。
下層路盤工　密度試験10個
上層路盤工　密度試験　10個
アスファルト舗装工　密度試験10個　路床工　プルーフローリ
ング確認（監督員立会）

機械基礎ﾘｽﾄ13において､断面詳細が不明です｡
W600*D1900*H600
(地上H300+地中H300)とし､砕石t100､捨ｺﾝt50､異形鉄
筋 D13@200ﾀﾃﾖｺ､天端ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝と仮定して宜しいで
すか｡
ご指示ください｡

地上H600+地中300mmとしてください。その他については左
記の通りとしてください。

桝ﾘｽﾄにおいて､中耐重化粧蓋の指示がありますが､化
粧蓋の表面仕上は建築外構工事範囲と考えて宜しいで
すか｡

宜しいです。

散水設備において､全て設備工事範囲と考えて宜しいで
すか｡
建築工事施工範囲がある場合､該当工事内容をご指示
ください｡

全て設備工事としてください。

全体配置図において､｢多目的ひろば｣｢ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟひろ
ば｣に駐車区画線の指示がありますが､各ひろばは芝張
りとなっており､詳細が不明です｡
臨時駐車場とした場合の､駐車台数を示すとし､区画線
表示は不要と考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

｢ふらっとひろば｣において､掲揚ﾎﾟｰﾙの記載があります
が､基礎詳細が不明です｡基礎断面詳細図をご指示くだ
さい｡

既成コンクリート基礎W600×D600×H1000としてください。

｢ふらっとひろば｣において､掲揚ﾎﾟｰﾙの記載があります
が､｡基礎詳細が不明です｡基礎断面詳細図をご指示く
ださい｡

上記の通りです。

｢多目的ひろば｣北側において､地上式単口消火栓の記
載がありますが､基礎詳細が不明です｡基礎断面詳細を
ご指示ください｡

打倒式とし、コンクリートユニットはW500×D500×ｔ100としてく
ださい。

体育館西側通路において､全体配置図と造成計画図で
舗装種別が相違しています｡造成計画図を正と考えて宜
しいですか｡

A-055"造成計画図（面積図）"を正としてください。

外構ﾌｪﾝｽ配置において､全体平面図と造成計画図で設
置場所が相違しています｡造成計画図を正と考えて宜し
いですか｡

A-055"造成計画図（面積図）"を正としてください。

車止､車止ﾎﾟｰﾙにおいて､全体配置図ではｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ
H900とありますが構造図1と内容が相違しています｡構造
図1を正と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

413 意匠 A-13

414 意匠 A-54

415 意匠 A-54

416 意匠 A-54

417 意匠
A-54
A-55

418 意匠
A-54
A-55

419 意匠 A-55

420 意匠
A-55
A-63

421 意匠 A-63

422 意匠 A-63

423 意匠 A-55

424 意匠
A-13
A-55

425 意匠 A-13

426 意匠 A-55

427 意匠
A-56～

60
A-70

駐車区画において､車止めを2箇所設置とありますが､詳
細が不明です｡
車止めﾌﾞﾛｯｸのﾒｰｶｰ品番をご指示ください｡

杉田エース　SL-L-ECO-①同等品としてください。

敷地外周において､ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ設置の指示がありますが､
扉等の指示がありません｡
出入口等で扉を設置する場合､設置場所･門扉仕様をご
指示ください｡

スケボーひろば（多目的ひろば側）に１箇所、敷地南側（RC階
段部分）に１箇所設置してください。
W1800　両開きとしてください。

車両出入口等において､ｹﾞｰﾄ等の記載がありませんが､
ｹﾞｰﾄまたはｽﾗｲﾄﾞ門扉等設置する場合､詳細及び基礎断
面をご指示ください｡

不要と考えてください。

耐震性貯水槽において､本体別途工事(土工事は本工
事)とありますが､詳細が不明です｡耐震性貯水槽詳細図
をご指示ください｡

横長円筒形の貯水槽で、L=9,500ｍｍ　Φ2,420　掘削高さは
FL-4000　土被り1.0ｍ程度と考えてください。

駐車場区画線において､造成計画図(A-54)と造成計画
図（A-55)で内容が相違しており､数量集計表では
1321.3mとありますが､図面算出数量と異なります｡
数量集計表を正と考えて宜しいですか｡

図面算出数量を正としてください。

上記質疑において､図面算出数量が正の場合､造成計
画図(A-54)､造成計画図(A-55)のどちらを正と考えたら
宜しいですか｡

A-054”造成計画図（構造物数量）”を正としてください。

一般･管理駐車場において､133台と記載がありますが､
図示では134台とあり相違しています｡134台を正と考え
て宜しいですか｡

141台と考えてください。

新総合体育館西側において､階段の様な記載がありま
すが､詳細が不明です｡新設ｺﾝｸﾘｰﾄ階段と考えて宜しい
ですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

階段工構造図(一般図)において､段鼻にﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙを
見込むと考えて宜しいですか｡

宜しいです。

上記､階段において､手摺りの指示がありません｡手摺り･
側壁が必要な場合､断面詳細図､ﾒｰｶｰ仕様､施工範囲
をご指示ください｡

不要としてください。

新総合体育館南西側において､植栽帯法面にｽﾛｰﾌﾟの
様な記載がありますが､詳細が不明です｡該当部断面詳
細図をご指示ください｡

どの部分を示しているのか不明です。

着色凡例において､植栽帯とあり､全体配置図に地被類
とありますが､種別が不明です｡地被類の種別､株数をご
指示ください｡

施工者にて想定の上、計上ください。

高木､中木において､樹高･幹周･葉張りｻｲｽﾞ､支柱仕様
をご指示ください｡

樹高･幹周･葉張りｻｲｽﾞ､支柱仕様については、施工者にて想
定の上、計上ください。

造成計画図※特記事項において､耕土剥ぎ取り一部芝
地に流用とありますが､現況図より本敷地の大部分が田
んぼと記載されています｡
田んぼの土は盛土への流用が可能と考えて宜しいです
か｡

宜しいです。

現況図において､表土剥取りとありますが､厚みが不明で
す｡
剥ぎ取り表土の厚みをご指示ください｡

表土剥ぎ取り厚は30cmとしてください。
なお、耕土と表土は同義です。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

428 意匠 A-70

429 意匠 A-70

430 意匠 A-70

431 意匠 A-62

432 意匠 A-63

433 意匠 A-65

434 意匠 A-65

435 意匠 A-65

436 意匠
A-54
A-62

437 意匠 A-62

438 意匠 A-54

439 意匠 A-68

440 意匠 A-69

441 意匠 A-69

442 意匠 A-69

443 意匠 A-69

444 意匠 A-69

表土剥取りにおいて､ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装西側範囲のみ､他の
範囲と凡例模様が異なりますが､東側範囲と同内容と考
えて宜しいですか｡
ご指示ください｡

質疑番号429の通りです。

現況図において､耕土剥取り､表土剥取りの指示無き範
囲(空白範囲)において､剥取り不要と考えて宜しいです
か｡
また､必要な場合､表土剥取り範囲･剥取り厚をご指示く
ださい｡

剥ぎ取りは不要です。表土剥ぎ取りは、体育館の建物の部分
5,600m2と、駐車場+道路=9,200m2です。表土剥ぎ取り厚は
30cmを想定しています。

取壊し工作物(BF250､400､500)において､蓋の有無が不
明です｡
断面詳細図､蓋仕様をご指示ください｡

BF400に蓋があります。BF400横断蓋で一か所4.0m、3か所な
ので、合計12.0mです。

車止参考図､車止ﾎﾟｰﾙ参考図において､ﾒｰｶｰ仕様･品
番をご指示ください｡

施工者にて想定の上、計上ください。

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽのﾒｰｶｰ仕様･品番をご指示ください｡ 施工者にて想定の上、計上ください。

自由勾配側溝数量集計表において､甲蓋とありますが､ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ蓋を意図すると考えて宜しいですか｡

宜しいです。自由勾配側溝の延長10mに1箇所グレーチング
を設置することとしてください。

注記において､※体育館東側出入口のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞはT-
14(細目)と指示がありますが､該当範囲が不明確です｡該
当範囲は､展開図5-10～5-17迄と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

自由勾配側溝の起終点の止水板において､詳細が不明
です｡展開図より9ｹ所設置､無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ､素地仕上を見
込むと考えて宜しいですか｡

宜しいです。

建物樋集水桝において､新総合体育館西､東側外壁沿
いの
□(青表記)とし桝ｻｲｽﾞは全て300角と考えて宜しいです
か

宜しいです。

上記､集水桝において､450角･600角等を採用の場合､そ
れぞれの桝配置指示､桝ﾘｽﾄをご指示ください｡

上記の通りです。

上記､集水桝より自由勾配側溝へ埋設配管(実線赤表
字)の記載がありますが､詳細が不明です｡管種･管径を
ご指示ください｡

VPφ150としてください。

桝-2､3において､蓋仕様が不明です｡鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
T-14細目と考えて宜しいですか｡ご指示ください｡

宜しいです。

雨水浸透施設構造図において､周囲自由勾配側溝より
埋設配管(矢印青表記)がありますが､詳細が不明です｡
VP φ200と考えて宜しいですか｡

宜しいです。

雨水浸透施設構造図(断面詳細図)において､浸透施設
内に有孔管VPφ200の記載がありますが､施工範囲が不
明です｡布設範囲を平面図にてご指示ください｡

布設範囲は、自由勾配側溝から浸透施設までが、VPΦ200
で、浸透施設から有孔管VPΦ200となり、浸透施設の端まで
直線状に布設してください。

集水部材において､ﾍﾁﾏﾛﾝ(W300*D30)の図示がありま
すが､施工範囲は多目的ひろばに1050m埋設すると考え
て宜しいですか｡

宜しいです。

集水部材において､断面詳細図に｢流末は浸透施設内
部に入れ込む｣とありますが､入れ込む範囲は上記質疑､
延長1050mに含まれると考えて宜しいですか｡

宜しいです。

上記質疑において､含まれない場合､入れ込み範囲及び
長さをご指示ください｡

入れ込み長さを含んだ延長は1,050mです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問

445 意匠 E-7

446 意匠 E-7

447 意匠 E-7

448 意匠 E-7

449 意匠 A-55

450 意匠
A-011
M-037

地下ﾀﾝｸ構造において､止水板とありますが､詳細が不明
です｡止水板のﾒｰｶｰ仕様･品番をご指示ください｡

地下燃料タンク躯体内に水が浸透しない構造を施工者にて
想定の上、計上ください。

地下ﾀﾝｸ構造において､配筋とありますが､内容が不明で
す｡
異形鉄筋D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙと考えて宜しいですか｡ご指示く
ださい

地下燃料タンクの大きさ、重量に耐えうる仕様を施工者にて想
定の上、計上ください。

外部仕上表において、外構に「灌水設備」の記載があり
ますが、給排水衛生設備図の散水設備と考えて宜しい
ですか。
そうでない場合、灌水設備の工事区分、灌水設備の範
囲、仕様等をご指示ください。

散水設備と解釈してください。

地下ﾀﾝｸより新総合体育管へ｢屋外配管ﾋﾟｯﾄ｣の記載が
ありますが､詳細が不明です｡屋外配管ﾋﾟｯﾄの構造図､内
部仕上種別､蓋仕様をご指示ください｡

配管ピット内からの油漏れを防ぐ仕様とし、通常は雨水を排出
できる構造を施工者にて想定の上、計上ください。
蓋はメンテナンスにおいて外せる形状とし、車両に耐えうる仕
様とすること。

給油口ﾎﾞｯｸｽ基礎において､詳細が不明です｡構造図､
仕上種別をご指示ください｡

給油口ボックスの大きさ、重量に耐えうる仕様とし、配管ピット
からのオイル配管立上り及び接続を施工者にて想定の上、計
上ください。

外構工作物使用ｺﾝｸﾘｰﾄ強度において､特記無き限り以
下を採用すると考えて宜しいですか｡ご指示ください｡
･捨てｺﾝｸﾘｰﾄ Fc18N S18
･鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc21N S18

宜しいです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



６．見積用設計図書及び参考図面　構造　質疑書・回答書

　 構造 　

1 構造 S-1

2 構造 S-1

3 構造 S-30

4 構造
A-15
A-16

5 構造 S-18

6 構造 A-19

7 構造 A-20

8 構造 A-50

9 構造 A-24

10 構造 S-30

11 構造 S-18

12 構造 S-18

13 構造 A-24

14 構造 A-23

15 構造 S-5

質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

（く体）

コンクリート　高炉セメントB種について、施工場所は地
上Ｆc24SL18のみ使用と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

高炉セメントは適用しません。

柱の帯筋の形状について、配筋基準図7.Ｂ.④丸型（ロ）
と記載がありますが、礎柱リストにロ型柱となっておりま
す。中子筋共、H型の135°曲げのフックと考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

丸型は適用しません。

礎柱記号について、下記のように考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

×F4B  記載無し
○F4B  FC3

×F7A/B  F6A:FC1、F6B:FC2
○F7A/B  F7A:FC1、F7B:FC2

×F8A/B/C  F6A:FC1、F6B:FC2
○F8A/B/C  F8A:FC1、F8B：FC3、F8C:FC2

×F9A/B  F6A:FC1、F6B:FC2
○F9A/B  F9A:FC1、F9B:FC2

×F10A/B  F6A:FC1、F6B:FC2
○F10A/B  F10A:FC1、F10B:FC2

下記の通りとします。

F4B：FC1
F7A:FC3、F7B:FC1
F8A:FC3、F8B：FC1、F8C:FC2
F9A:FC3、F9B:FC2
F10A:FC3、F10B:FC2

また、基礎符号を添付資料の通り修正します。

機械基礎（ベタ基礎、梁型タイプ、独立基礎タイプ）につ
いて、配筋が不明です。詳細図を御指示下さい。

添付資料を参照してください。

基礎小梁（ピットが無い場所）の天端レベルについて、
「特記なき地中梁天端は1FL-350」と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

宜しいです。

Ｄ-Ｄ’通り　1階　X1通りX10　小梁の図示がありますが、
構造図（1階床伏図）を正と考えて宜しいでしょうか。御示
下さい。

宜しいです。

アリーナ座席範囲における段差におきまして、配筋が不
明です。配筋基準図（3）12.階段　KA2と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

宜しいです。

昇降路断面図　Y11通りRC壁について、配筋が不明で
す。リストを御指示下さい。

押出成形セメント版とします。

パラペットについて、リスト不明です。縦横共D10@200ダ
ブル、先端補強筋2-D13と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

縦：D13@200、横：D10@200、先端補強筋：2-D13としてくださ
い。

基礎梁リスト　吊筋について、FG1の断面図に吊筋（腹
筋と別）- - -線と図示がありますが、必要と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

不要です。

1階　X3-X4通りY10a-Y11　B2小梁について、基礎床伏
図と1階床伏図と小梁が相違しております。1階床伏図を
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

壁リスト　FW20、W1、W2について、場所が不明です。場
所を御指示下さい。

当該壁は不使用とします。

1階外周立上り壁について、壁リストはW2（厚さ150mm)と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

1階　Y14通りX6-X9（サブアリーナ）　外周立上り壁につ
いて、厚さ300縦筋D13@100横筋D13@200ダブルと考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

人通口600Ф梁貫通孔の補強について、配筋は配筋基
準図（3）配筋種別：H4タイプと考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

H7としてください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

16 構造
S-18
A-14
A-22

17 構造 A-24

18 構造 A-24

19 構造
S-30
A-20

20 構造 S-001

構造

21 構造
S-

022~02
9

22 構造
S-002
A-005

23 構造 S-023

24 構造
S-023
S-029

25 構造
S-025
S-029

26 構造 S-031

27 構造
S-031
S-013

28 構造 S-031

29 構造 S-001

30 構造 S-017

31 構造 S-019

32 構造 S-011

33 構造
S-027、
028、
031

配管ピットスラブ天端レベルについて、構造図と意匠図
でレベルが相違しております。構造図を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。
構造図　1FL-2000
意匠図　1FL-1930

意匠図を正とします。

2階X8通り　観客席の階段スラブ（DS3)の底型枠につい
て、デッキプレートt1.2と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

宜しいです。

外周のPLスラブについて、型枠はプレートｔ2.3と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

施工者にて想定の上、計上ください。

配管ピットS11スラブ厚さについて、構造図（t150）と意匠
図（t220）で厚さが相違しております。構造図を正と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

意匠図を正とします。

コンクリート強度について、構造体コンクリートのFcは24N
で設定されていますが、構造特記仕様書（その1）に記載
されている水セメント比、単位水量、単位セメント量の条
件を満たすためには30Nが必要です。Fcは30Nと考えて
宜しいでしょうか。
御指示下さい。

24N以上であれば問題ありません。

（鉄骨）

柱継手位置の記載がありませんが、12mを超える柱には
2FL+1000位置に継手が必要と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

宜しいです。

錆止め塗装において、仕様が不明です。JIS K 5674　2
回塗と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。（共仕による。）

X2軸組図において、Y1-Y2間2G217と2G218の納まりが
不明です。詳細を御指示下さい。

梁端部は柱に剛接合。折れ曲がり部は剛接合。頂点部は拝
み板を挟む。

X2通軸組図において、X2通とY11通の交点に柱がなく
納まりが不明です。交差部の架構詳細を御指示下さい。

格子梁とし、交差部は剛接合とする。

X7通軸組図において、X7通とY11通の交点に柱がなく
納まりが不明です。交差部の架構詳細を御指示下さい。

格子梁とし、交差部は剛接合とする。ただし●印部はピン接
合とする。

柱リストにおいて、2階H柱の柱脚の納まりが不明です。
詳細を御指示下さい。

通しダイヤの上にH柱を剛接合。

ブレースリストにおいて、BR103（C-300x90x12x16）の継
手が不明です。御指示下さい。

添付資料を参照してください。
なお、BR101～BR104の継手についても添付資料に従ってく
ださい。

大梁リストにおいて、G204に右・中のみの記載になって
おりますが、左端も同断面と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

宜しいです。（全断面です。）

梁上スタッドにおいて、列及びピッチが不明です。大梁・
小梁共下記と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
梁幅Ｂ＜３００　1列　＠200
３００≦梁幅Ｂ　2列　＠200

宜しいです。

土質柱状図において、地下水位のレベルが読めとれま
せん。地下水位レベルを御指示下さい。

GL-10.17mです。

床段差部・嵩上げ部・跳出部の納まり詳細、鉄骨部材を
御指示下さい。

鉄骨標準詳細図、矩計図にてご判断ください。

鉄骨梁貫通補強について、孔径・補強要領毎の孔数を
御指示下さい。

施工者にて想定の上、計上ください。

ブレースリストにおいて、Y1通・Y9通にてBR106を使用し
ておりますが、リストが不明です。ご御指示下さい。

BR106 : 2[-150x75x9x12.5 (SS400)とします。
継手は添付資料を参照ください。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

34 構造 S-031

35 構造
S-021、
022、A-

020

36 構造 A-032

37 構造 A-016

38 構造
S-

021,022

39 構造 S-019

40 構造 S-030

41 構造
S-019
S-031

42 構造 S-031

43 構造 S-031

44 構造 S-021

45 構造
S-021
～029

46 構造

47 構造
S-019
S-031

48 構造 S-031

49 構造 S-030

大梁リストにおいて、G118A・G118B・G212Aのハンチ端
はBH材と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

矩計図（1））において、斜柱φ267.4x12.7と記載がありま
すが、構造図（X2～X8軸組図）ではC1（P-267.4x6.6）と
記載があり、相違しております。構造図を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

2階X9~10/Y6~8通にメンテナンスデッキの記載がありま
すが、下地鉄骨は必要でしょうか。必要であれば、詳細
を御指示下さい。

施工者で想定の上、計上してください。

設備架台鉄骨について、RC取合部に無収縮モルタル
30x100x100、アンカーボルト2-M16 L=320が必要と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

S-021,022図内の部材リスト及び寸法等に雲マークが付
いていますが、こちらはどのような意図で記載されている
のでしょうか。

雲マークの無い図面を添付します。
添付資料を参照してください。

観客席の床振動に対して、考慮する必要する事項が
あればクライテリアをご指示ください。

クライテリアは特にありません。
施工者にて想定してください。

メインアリーナとサブアリーナのスラブ厚が異なります
が、積載荷重が異なると考えて宜しいですか。
積載荷重をご提示ください。

積載荷重はメイン、サブともに下記の通りです。
床・小梁用：3500 N/m2
架構用：3200 N/m2
地震用：2100 N/m2

大梁に取付く大梁端部継手は、ピン接合と考えて
宜しいですか。
その場合、継手仕様をご指示ください。

●印部はピン接合とし、それ以外は剛接合とします。
ピン接合の継手はS-013図に従ってください。

2G204左端・3G214全断面の部材断面の記載が
見当たりません。同断面をご提示ください。

2G204は全断面同サイズとします。
3G214は2G214と同サイズとします。

鉛直ブレース材の材質の記載が見当たりません。
同材質をご提示ください。

SS400とします。

屋根鉄骨伏図・部材リストにおいて、図面右上に
「軒先端の部材配置図、部材リストは雑鉄骨詳細
図に記載」とありますが、雑鉄骨詳細図が見当たり
ません。
雑鉄骨詳細図をご提示ください。

施工者にて想定の上、計上してください。

鉄骨一般部及び屋根トラス鉄骨の各部詳細図を
ご提示ください。

施工者にて想定の上、計上してください。

技術提案検討のために、構造計算書をご提示いただく
ことは、可能ですか。

不可とします。

FG16のせん断補強筋比が、0.2％以下ですが、
問題ないと考えて宜しいですか。

0.2％以下としてください。

鉛直ブレースBR106の断面情報が見当たりません。
同断面をご提示ください。

BR106 : 2[-150x75x9x12.5 (SS400)とします。
添付資料を参照してください。

鉛直ブレース端部の接合部仕様が見当たりません。
同接合部の仕様をご提示ください。

添付資料を参照してください。
なお、BR101～BR104の継手についても添付資料に従ってく
ださい。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



７．見積用設計図書及び参考図面　電気　質疑書・回答書

1 電気
E-002
E-025
E-051

2 電気 E-021

3 電気 E-021

4 電気 E-024

5 電気 E-002

6 電気 E-002

7 電気 E-002

8 電気 E-002

9 電気 E-002

10 電気 E-004

11 電気 E-022

12 電気 E-022

13 電気 E-007
地下燃料タンク躯体の配筋要領を御指示下さい。 地下燃料タンクの大きさ、重量に耐えうる仕様を施工者にて想

定の上、計上ください。

図中の蓄電池の使用目的及び蓄電池容量をご教授下
さい。

使用用途はメインアリーナ、サブアリーナの非常照明用です。
E-023　姿図　直流電源装置を参照してください。

メインアリーナ照明器具取付鋼材C-100x50x5x7.5、長さ
1.8mと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

メインアリーナの照明器具の大きさ、重量に耐えうる仕様を施
工者にて想定の上、計上ください。

メインアリーナ照明器具取付鋼材の仕上はSOP塗装と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

宜しいです。

その他　注記事項　(2)メインアリーナ・サブアリーナの天
井、壁に設置する機器及び配管・配線、支持材などにつ
いては基本的には指定色焼付塗装を施し、意匠的な統
一を図ること。と記載ございますが、下記機器はメーカー
より指定塗装不可との回答がありました。メーカー標準塗
装とさせていただきます。①一般電話機　②ワイドホーン
スピーカ5W（ガードのみ指定色）　③ワイドーンスピーカ
20W(ガードのみ指定色)　④アリーナスピーカ　⑤客席ス
ピーカ　⑥移動型スピーカ　⑦ワイヤレスアンテナ(ガード
のみ指定色)　⑧集音マイク　⑨ワゴン接続プレート　⑩
ワゴンアンプ

宜しいです。

その他　注記事項　(2)メインアリーナ・サブアリーナの天
井、壁に設置する機器及び配管・配線、支持材などにつ
いては基本的には指定色焼付塗装を施し、意匠的な統
一を図ること。と記載ございますが、配管(金属電線管)及
び支持材については、現地にて2回塗り(エッチングプラ
イマー下地塗り1回)で宜しいでしょうか。ご指示願いま
す。

宜しいです。

受変電設備　9.特記事項　●消防認定品が適用されて
おりますが、低圧動力盤NO.1と2の変圧器上位の負荷
開閉器が励磁突入抑制機能付の為、消防認定品として
認められません。消防告示適合品にて見積させて頂きま
す。

宜しいです。

設備概要によると最終非難口の誘導灯は誘導音付点滅
形となっています。図面ではそのようになっていません
が、概要を優先してよろしいでしょうか。その場合添付の
赤丸部分が対象でしょうか。

誘導灯図面（E-023〜025）の誘導灯シンボル二重丸の器具
が対象となります。誘導音の機能は中止とし、点滅形としてく
ださい。

その他　注記事項　(1)メインアリーナ・サブアリーナの天
井、壁に設置する機器については防球対策を施し落下
防止ワイヤー等を設置すること。と記載ございますが、こ
れに該当する機器はE－020照明器具姿図にあります
SP-1とSP-2のみとの解釈で宜しいでしょうか。他の機器
で該当品があればご指示願います。

防球対策は各機器の仕様にて図示する通りです。
落下防止ワイヤーは、天井面に設置する感知器以外の機器
に対策を講じてください。

その他　注記事項　(1)メインアリーナ・サブアリーナの天
井、壁に設置する機器については防球対策を施し落下
防止ワイヤー等を設置すること。と記載ございますが、防
球対策は図中に「ガード付」と記載の機器のみとの解釈
で宜しいでしょうか。他の機器で該当品があればご指示
願います。

防球対策は各機器の仕様にて図示する通りです。

特記仕様書にアリーナの天井・壁に設置する機器は防
球対策をするようになっていますが、ランニングコースの
誘導灯や電気時計もガード付としてよろしいでしょうか。

メインアリーナ２階部分に設置する機器についてはガード無し
としてください。

メインアリーナの照明スイッチがラウンジ１と放送室にリモ
コンスイッチ30L調光スイッチとして記載されえています
が、調光スイッチは点滅回路分（30個）必要でしょうか。
それとも全体を一括調光とし、調光スイッチは1個でよろ
しいのでしょうか。（サブアリーナも同様）

エリア毎の利用や点滅も考えられるため、図示した通り点滅回
路分必要です。

男女の身障者SW/更衣室、SWの照明器具がガードに
なっていますが、ガードは必要でしょうか。

平面図（E-021）の表で示す通りの器具（ガード無し）としてくだ
さい。

質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

14 電気
E-002
E-020

15 電気
E-002
各図面

16 電気
E-002
各図面

17 電気 E-002

18 電気 E-004

19 電気

E-013
E-014
E-015
E-016

20 電気 E-024

21 電気
E-007
A-016

E-014動力制御盤結線図(1)～(3)の操作制御ｽｲｯﾁのＩと
ＢがE-013動力制御盤標準結線図から読み取れませ
ん。
仕様と取付位置をご教授ください 。

E-001　特記仕様書共通事項　公共建築設備工事標準図を
参照してください。

図中の更衣室男女・WC男女の器具表が不明です。
K1-LRS11-2として宜しいですか。

宜しいです。

意匠図A-016に「機械基礎リスト」がありますが、電気図
面(E-007)の機器配置図内の基礎姿図と相違します。
基礎高さなど意匠図A-016を正と考えて宜しいですか。

宜しいです。

その他注記事項「(2)メインアリーナ・サブアリーナの天
井、壁に設置する機器及び配管・配線、支持材などにつ
いては基本的には指定色焼付塗装を施し、意匠的な統
一を図ること。」との記載がありますが、メーカーより指定
色塗装不可との回答があった機器についてはメーカー
標準塗装としても宜しいですか。
不可の場合、その他の対策をご指示ください。
【例】
・一般電話機
・ワイドホーンスピーカ5W・20W（ガードのみ指定色）
・アリーナスピーカ、客席スピーカ、移動型スピーカ
・ワイヤレスアンテナ(ガードのみ指定色)
・ワゴンアンプ、ワゴン接続プレート
・集音マイク
・その他

宜しいです。

その他注記事項「(2)メインアリーナ・サブアリーナの天
井、壁に設置する機器及び配管・配線、支持材などにつ
いては基本的には指定色焼付塗装を施し、意匠的な統
一を図ること。」との記載がありますが、配管(金属電線
管)及び支持材については、現地にて2回塗り(エッチン
グプライマー下地塗り1回)と想定して宜しいですか。
不可の場合、その他の方法をご指示ください。

宜しいです。

図中の蓄電池の使用目的及び蓄電池容量をご教授くだ
さい。

使用用途はメインアリーナ、サブアリーナの非常照明用です。
E-023　直流電源装置の姿図を参照してください。

その他注記事項に「(1)メインアリーナ・サブアリーナの天
井、壁に設置する機器については防球対策を施し落下
防止ワイヤー等を設置すること。」との記載ありますが、こ
れに該当する機器はE－020の照明器具姿図にあるSP-
1とSP-2のみと考えて宜しいですか。
他の機器で該当品があればご指示ください。

防球対策は各機器の仕様にて図示する通りです。
落下防止ワイヤーは、天井面に設置する感知器以外の機器
に対策を講じてください。

その他注記事項に「(1)メインアリーナ・サブアリーナの天
井、壁に設置する機器については防球対策を施し落下
防止ワイヤー等を設置すること。」との記載ありますが、
防球対策は図中に「ガード付」と記載の機器のみと考え
て宜しいですか。
他の機器で該当品があればご指示ください。

防球対策は各機器の仕様にて図示する通りです。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



８．見積用設計図書及び参考図面　空調　質疑書・回答書

1 空調 M-002

2 空調
M-004
M-005
M-006

3 空調 M-014

4 空調 M-017

5 空調

　

6 空調

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰCH-1の冷温水往管と還管の間に､差
圧調整用の二方弁装置が必要と思われますので、見積
してよろしいですか。

M-014 空調配管系統図、M-016　空調設備1階配管平面図
及び　M-024　計装図（３）　に図示。

アリーナの誘引ダクト等露出ダクトの保温・外装仕様を
ご指示ください。

誘因ダクト：保温なし、塗装あり
給排気ダクトの保温は､寒冷地の為給気系統は全て保温、排
気系統は外壁より1.5m保温としてください、

防火区画の壁貫通箇所の確認のため、防火区画を表示
した平面図をご提示ください。

意匠図（A-071,072）を参照ください。

機械設備特記仕様書(2) 第3章 空気調和設備 換気設
備　⑦保温　給排気ダクトの保温は､寒冷地の為給気系
統は全て保温、排気系統は外壁より1.5m保温でよろしい
ですか。

宜しいです。

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰCH-1､空冷ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機用室外
機等のﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝは、冬期間凍結の恐れがある為､ﾄﾞﾚﾝﾊﾟ
ﾝﾋｰﾀｰを見積してよろしいですか。

宜しいです。

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰCH-1･空冷ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機用室外
機等の､ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝからの排水用横引き管は､冬期間凍結
の恐れがあるので､凍結ﾋｰﾀｰ巻+保温(SUSﾗｯｷﾝｸﾞ)でよ
ろしいですか。

宜しいです。

質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



９．見積用設計図書及び参考図面　衛生　質疑書・回答書

1 衛生 M-001

2 衛生 M-001

3 衛生 M-039

4 衛生 A-11

5 衛生

電気設備
設備概要

(20)
融雪設備

6 衛生 M-001

7 衛生 M-001

8 衛生 M-001

9 衛生 M-001

10 衛生 M-001

11 衛生 M-001

12 衛生
M-

002,004
～006

13 衛生
M-

002,032
～036

14 衛生 M-004

15 衛生 M-024

16 衛生 M-025

17 衛生 M-030

18 衛生 M-033

19 衛生 M-031

20 衛生 M-012

21 衛生 M-012

注記3.耐寒水栓とする器具を具体的にご指示願いま
す。

屋外と屋上機器スペースに設置する水栓。

MAC-2・PAC-Aの防雪フードの延長ダクトの長さをご指
示ください。

屋外階段の端まで延長してください。

AHU-1-1･1-2系統に設置する消音サイレンサーの仕様
をご指示ください。

必要な仕様を適宜見込んでください。

受水槽廻り配線工事に記載の受水槽制御盤と水位セン
サーはタンク付属品（衛生設備）と考えてよろしいです
か。

宜しいです。

排水ポンプ(DP-1)の制御盤の設置場所をご指示願いま
す。

Y2通りは、1F事務室の監視盤内に設置。Y5通りは、1F空調
機械室（1）内に設置。

地上式消火栓用配管と給水本管との間の敷地内に制水
弁は不要と考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。

第4章給排水衛生設備給水設備⑦(2)　多目的ＷＣ、ＳＷ
等の長期不使用となる可能性の給水管の凍結防止ヒー
ター不要と考え、系統図に図示されている部分のみと考
えて宜しいでしょうか。

図面にて凍結の恐れのある部分については記載しております
が、別途、凍結の恐れがある場合は適宜見込んでください。

空調機AHU-2に耐塩害仕様との記載があります。耐塩
害仕様のﾚﾍﾞﾙをご指示願います。

耐塩害仕様は誤りです。

床置型パッケージ廻りの制御において、室内温度制御
がパッケージ本体機能となっていますが、本体サーモだ
と外気と還気が混合した温度計測となります。具体的に
どのような制御かご指示願います。

エントランスと柔剣道場の還気ダクトにサーモを、柔剣道場に
リモコンを1個見込んでください。

Ⅴ第1章⑫保温(1)屋外露出部の防凍仕様の保温厚さ等
の具来的な仕様をご指願います。

東北地方多雪・寒冷地設備設計要領（国交省東北地方整備
局）を参照ください。（保温厚：水温5℃、保持時間5ｈ、周囲温
度-5℃）

Ⅴ第1章⑫保温(1)配管の保温の外装における屋外露出
部の保温化粧ケース（塩化ビニル樹脂製）を使用する冷
媒管をご指示願います。

特に指定はありませんが屋外の単独系統は保温化粧ケース
でも可。

第3章空調機器設備③特記事項(1)つらら対策の防雪
フードは吹出側のみ（005,006のみ記載）ですか、吸込側
は設けないと考えてよろしいですか。

宜しいです。

Ⅴ第1章④総合調整水質検査項目が上水51項目との記
載が有ります。この項目数は新設井戸水使用時と同等
に行なうと考えてよろしいですか。また、その検査箇所を
ご指示願います。

井戸はありません。検査は最遠の水栓としてください。

Ⅴ第1章④総合調整室内化学物質濃度測定のと記載が
ありますが、建築工事と重複する可能性があるため、建
築工事によると考えてよろしいですか。本工事の場合、
測定箇所をご指示願います。

宜しいです。

Ⅴ第1章④総合調整室内粉塵及び塵埃測定と記載があ
りますが、測定箇所をご指示願います。

各階20カ所としてください。

雨水地下浸透施設及びそのオーバーフロー設備は、全
て建築工事と考えてよろしいですか。

宜しいです。

屋根、雨樋、庇、玄関、エントランスﾎｰﾙ、外部歩行ス
ペース、排水溝、駐車場などに融雪設備はありますか。
ある場合は、全て、電気工事と考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。

Ⅲ,許容騒音値　メインアリーナがNC-35と記載されてい
ますが、これは高速誘引ファン（DF-1～７）が停止中の
値と考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。

機械設備特記仕様書(1) Ⅴ工事仕様－第一章一般事
項－④総合調整　水質検査で､上水51項目と記載され
ていますが、ﾋﾞﾙ管法による11項目でもよろしいですか。

宜しいです。

機械設備特記仕様書(1) Ⅴ工事仕様－第一章一般事
項－⑫保温　屋外配管は防凍保温と記載されています
が､保温厚を御指示下さい｡

東北地方多雪・寒冷地設備設計要領（国交省東北地方整備
局）を参照ください。（保温厚：水温5℃、保持時間5ｈ、周囲温
度-5℃）

風除室(1)(2)･防災倉庫･物置場のｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ配管は､防
凍保温が必要と思われます､御指示ください。

見込んでください。

質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

22 衛生
M-035
～036

23 衛生 M-002

24 衛生 M-002

25 衛生 M-002

26 衛生 M-033

27 衛生 M-033

28 衛生
M-

035,036

29 衛生
M-

032,035

給排水衛生平面図にWC廻り等の配管の記載が見当た
りません。詳細図をご提示ください。

適宜必要な数量を見込んでください。

プロパンガスについて、系統図では「ボンベ10本」との記
載がありますが、平面図では「12本」と相違します。
平面図を正考えて宜しいですか。

ボンベ10本を正としてください。

排水放流負担金について、特記仕様では「別途工事」と
の記載がありますが、見積要項書では受注者負担と相
違しています。
特記仕様を正と考えて宜しいですか。
受注者負担の場合、負担金額をご教授ください。

上記のとおりです。

給水本管延長工事（市施工）について、工事予定期間を
ご教授ください。

令和元年６月上旬から令和元年１０月上旬の範囲で発注済で
す。

給排水引込工事について、準備工事期間内に着手する
ことは可能ですか。
準備期間内での施工が難しい場合、道路拡張工事前に
道路部分の給排水引込工事を着手できると考えて宜し
いですか。

可能です。

便所部分の詳細図がございません。ご指示ください。 必要な数量を適宜見込んでください。

特記仕様書について、消火設備に大型消火器が本工
事との記載があります。
仕様・台数の詳細をご指示ください。

電気設備のキュービクル、発電機、オイルタンク用消火器を電
気設備で見込んでください。

給水引込負担金について、特記仕様では「別途工事」と
の記載がありますが、見積要項書 ５（１）では「受注者負
担」と相違しています。
特記仕様を正と考えて宜しいですか。
受注者負担の場合、負担金額をご教授ください。

施工中の上下水使用料及び手数料等は全て受注者の負担と
します。権利に伴う加入負担金は市で負担します。

※ひとつのセルに1質疑を記載してください。なお、同一セル内での改行は　｢alt｣ｷｰ　+　｢enter｣ｷｰ　にておこなうことができます。



１０．その他　質疑書・回答書

1 5-1

2 5-1

3 5-1

4

質疑
番号

資料
番号

質　　問 回　　答

見積要項書資料1のﾏｽﾀｰｽｹｼﾞｭｰﾙの内、②受注者の
欄にて、令和元年度10月～3月が「準備工事・外構
工事」期間となっております。記載の外構工事について、
どの程度の工事まで可能と考えれば宜しいですか。
(解体撤去、鋤取り、水路付替、ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ設置等)

建築工事を除く解体撤去、鋤取り、水路付替、ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ設置
等までは可能と考えています。
ただし、工事請負代金の支払いにつきましては
Ｘ-6工事請負代金の支払い等　によります。

前面道路拡張に伴い、電柱(中部電力柱03ト982)の移設が
発生する場合は移設時期についてご提示ください。

本工事着工までに電柱移設完了と見込みお考えください。

マスタースケジュールに「準備工事・外構工事」令和元年度9
月～3月までありますが、E外構工事の内訳明細で準備工事
として特に仕分けするものはないものと考えて宜しいでしょう
か、ご指示願います。

宜しいです。

マスタースケジュールに「準備工事・外構工事」令和元年度9
月～3月までに行う予定の工事をご教示願います。

貴社提案によります。


